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～
0.

10
ｍ

：
粗

砂
。

～
0.

15
ｍ

：
コン

クリ
ート

ほ
ぼ

均
質

で
あ

る
。

細
粒

で
あ

る
。

炭
化

物
を

少
量

混
入

す
る

。

不
均

質
。

細
粒

で
あ

る
。

浮
石

・
炭

化
物

を
少

量
混

入
し

て
い

る
。

や
や

粘
土

化
し

て
い

る
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

中
砂

を
少

量
混

じ
え

る
。

粒
子

は
非

常
に

細
か

い
。

3.
30

ｍ
：

中
砂

を
多

量
混

入
す

る
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

粒
子

は
非

常
に

細
か

い
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

粒
子

は
非

常
に

細
か

い
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

粒
子

は
非

常
に

細
か

い
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

シ
ル

ト
・

火
山

灰
を

少
量

混
じ

え
る

。
上

部
に

貝
殻

の
密

集
層

を
薄

く
挟

む
。

。
少

量
の

逸
水

あ
り

。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

シ
ル

ト
を

少
量

混
じ

え
る

。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

シ
ル

ト
を

少
量

混
じ

え
る

。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

シ
ル

ト
質

細
砂

を
不

規
則

に
混

じ
え

る
。

中
砂

を
少

量
混

じ
え

る
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

中
砂

を
少

量
混

じ
え

る
。

30
.0

0ｍ
以

深
：

色
調

変
化

激
し

く
，

黄
灰

・
褐

灰
色

な
ど

を
呈

す
る

。
31

.3
0ｍ

：
乳

黄
灰

色
シ

ル
ト

質
粘

土
を

薄
く

挟
む

。
浮

石
を

少
量

混
入

。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

粒
子

は
非

常
に

細
か

い
。

下
部

に
，

中
砂

・
粗

砂
を

少
量

混
じ

え
る

。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

中
砂

を
少

量
混

じ
え

る
。

不
均

質
。

浮
石

を
少

量
混

入
す

る
。

細
砂

を
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
混

じ
え

る
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

中
砂

を
少

量
混

じ
え

る
。

色
調

が
黒

褐
・

黄
灰

色
な

ど
に

変
化

す
る

。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

中
砂

を
少

量
混

じ
え

る
。

粒
径

は
不

均
一

で
あ

る
。

中
砂

を
少

量
混

じ
え

る
。

一
部

に
，

シ
ル

ト
質

細
砂

を
不

規
則

に
混

じ
え

る
。
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○ 回復法

平衡水位 7.20ｍ

○ 回復法

柱

状

図

調査件名 習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査

ボーリング No. 3 対象土質名 シルト質細砂 測 定 者 浦上 宗桜

測定深度 G . L . - 1 1 . 0 0ｍ 測定標高深度 T . P . + 0 . 3 3ｍ

平衡水位 回復法  G L -   7 . 2 0ｍ 透水係数 回復法  5 . 9 5 E - 4 c m / s e c

0.0

1.5

3.0

4.5

6.0

7.5

9.0

10.5

12.0

13.5

15.0

深

度

(ｍ)

ケーシング立ち上がり0.60m

削孔φ116.0mm

ケーシング内径φ89.0mm

ケーシング打ち込み

削孔φ76.0mm

10.50m

11.00m

11.50m

計算式

0.66ｄ2log(2Ｌ/Ｄ) log(S1 / S2)
Ｋ＝ ×

Ｌ ｔ2－ｔ1

ここで

　　ｄ：測定用パイプの内径(cm)

　　Ｄ：試験区間（孔）の直径(cm)

　　Ｌ：試験区間の長さ(cm)

　　ｔ：経過時間(s)

　　Ｓ：水位差(cm)

計算条件

d = 8.90cm   D = 7.60cm   L = 50.00cm

回復法

t1 = 0sec t2 = 90sec

S1 = 35.0cm S2 = 31.5cm

計算結果

回復法

0.66×8.902×log(2×50.00/7.60) log(35.0 / 31.5)
Ｋ＝ ×

5 0 . 0 0 90.0－0.0

5.95E-4

透水係数Ｋ＝5.95E-4cm/sec

現 場 透 水 試 験 結 果

0.0

1.5

3.0

4.5

6.0

7.5

9.0

10.5

12.0

13.5

15.0

0.1 1 10 100 1000

孔

内

水

位

(ｍ)

経 過 時 間 (分)

0

2

4

6

8

10

12

1 10 100

経

過

時

間
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平 衡 水 位 と の 水 位 差 (cm)
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現場透水試験測定用紙

調 査 件 名

ボーリング No. 測 定 日 測 定 者

測 定 深 度 対 象土 質名

Ｎ 値 ケーシング立ち上がり ケーシング内径

測 定 時 刻

(時:分:秒)

経 過 時 間

( 分’秒”)

管 天 端 か

ら の 水 位

(ｍ)

水 位

GL-

(ｍ)

平 衡 水 位

と の 差

(ｍ)

測 定 時 刻

(時:分:秒)

経 過 時 間

( 分’秒”)

管 天 端 か

ら の 水 位

(ｍ)

水 位

GL-

(ｍ)

平 衡 水 位

と の 差

(ｍ)

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査

3 2 0 1 3年 1 0月3 0日 浦上 宗桜

G . L . - 1 1 . 0 0ｍ シルト質細砂

1 9 / 3 0  0 . 6 0 0ｍ  8 9 . 0 m m

10/30 回復法

10:00:00 0'00" 8.150 7.550 0.350

10:00:30 0'30" 8.140 7.540 0.340

10:01:00 1'00" 8.128 7.528 0.328

10:01:30 1'30" 8.115 7.515 0.315

10:02:00 2'00" 8.105 7.505 0.305

10:02:30 2'30" 8.098 7.498 0.298

10:03:00 3'00" 8.090 7.490 0.290

10:04:00 4'00" 8.080 7.480 0.280

10:05:00 5'00" 8.070 7.470 0.270

10:06:00 6'00" 8.060 7.460 0.260

10:07:00 7'00" 8.050 7.450 0.250

10:08:00 8'00" 8.040 7.440 0.240

10:09:00 9'00" 8.035 7.435 0.235

10:10:00 10'00" 8.025 7.425 0.225

10:15:00 15'00" 7.995 7.395 0.195

10:20:00 20'00" 7.970 7.370 0.170

10:25:00 25'00" 7.950 7.350 0.150

10:30:00 30'00" 7.930 7.330 0.130

10:40:00 40'00" 7.910 7.310 0.110

10:50:00 50'00" 7.900 7.300 0.100

11:00:00 60'00" 7.895 7.295 0.095

11:30:00 90'00" 7.880 7.280 0.080

12:00:00 120'00" 7.870 7.270 0.070
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孔内水平載荷試験（Ａ型）結果図

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

ボーリング No.

深 度

Ｎ 値

土 質 名

測 定 者

初 期 圧 力 降 伏 圧 力 極 限 圧 力 地 盤 係 数 変 形 係 数
Ｋ 値 を 求 め た
中 間 半 径

P0(kN/m
2) Py(kN/m

2) PL(kN/m
2) Km(kN/m

3) E(kN/m2) rm(cm)

Ｐ0 = 61.7 kN/m
2 Ｐy = 257.8 kN/m

2

ΔP = Py－P0 = 257.8－61.7 = 196.1 kN/m2

Δr = r1－r0 = 4.191－4.108 = 0.083 cm

Ｋm =     =          = 236265 kN/m3
ΔP 196.1
Δr 0.00083

ｒm = (r1＋r0)／2 = (4.191＋4.108)／2 = 4.149 cm

ν  = 0.30

Ｅm = (1＋ν)×Ｋm×ｒm = 12745 kN/m
2

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

3

G L - 9 . 0 0 m

1 5 / 3 0

シ ル ト 質 細 砂

浦 上  宗 桜

61.7 257.8 240000 13000 4.15

P0 Py

Δ P

r0

r1
Δｒ
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孔内水平載荷試験（Ａ型）結果図

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

ボーリング No.

深 度

Ｎ 値

土 質 名

測 定 者

初 期 圧 力 降 伏 圧 力 極 限 圧 力 地 盤 係 数 変 形 係 数
Ｋ 値 を 求 め た
中 間 半 径

P0(kN/m
2) Py(kN/m

2) PL(kN/m
2) Km(kN/m

3) E(kN/m2) rm(cm)

Ｐ0 = 88.5 kN/m
2 Ｐy = 277.3 kN/m

2

ΔP = Py－P0 = 277.3－88.5 = 188.8 kN/m2

Δr = r1－r0 = 4.633－4.507 = 0.126 cm

Ｋm =     =          = 149841 kN/m3
ΔP 188.8
Δr 0.00126

ｒm = (r1＋r0)／2 = (4.633＋4.507)／2 = 4.570 cm

ν  = 0.30

Ｅm = (1＋ν)×Ｋm×ｒm = 8902 kN/m
2

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

4

G L - 5 . 5 0 m

1 3 / 3 0

シ ル ト 質 細 砂

河 原  健 二

88.5 277.3 150000 8900 4.57

P0 Py
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Δｒ
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孔内水平載荷試験（Ａ型）測定データシート

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

ボーリング No.

キャリブレイション名

測 定 日

使用ゴム筒

土 質 名

深 度

Ｎ 値

測 定 者

自 然 水 位

孔 内 水 位

タンク高さ

初期スタンドパイプの水位　　Ｈ0

挿入後スタンドパイプの水位　Ｈ '0

セル水圧 ガ ス 圧 スタンドパイプ水位  Ｈ'(cm) ΔＨ(cm) Ｈ(cm) ＰG ＰG－Ｐ Ｐe ｒ

Ｐ(kN/m2) Ｐ(kN/m2) １５” ３０” ６０” １２０” Ｈ'120 －Ｈ'30 Ｈ'120－Ｈ0 (kN/m2) (kN/m2) (kN/m2) (cm)

1)ＰGは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたＨ－ＰG曲線より求める。

2)ＰSは(ＰG - Ｐ)を求めその最大値とする。 ＰS＝ 2.8 kN/m2

3)Ｐeは次式から求める。Ｐe＝Ｐ＋ＰS－ＰG

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

3

2

2013年10月29日

φ80mm

シルト質細砂

G L - 9 . 0 0 m

1 5 / 3 0

浦 上  宗 桜 G L - 3 . 5 0 m

G L + 1 . 2 0 m

8.9cm

9.0cm

0.0 0.0 9.0 9.0 9.0 9.0 0.0 0.1 2.8 2.8 0.0 4.008

20.0 30.0 9.2 9.3 9.5 9.7 0.4 0.8 14.3 -5.7 8.5 4.062

52.0 60.0 9.8 9.9 9.9 10.0 0.1 1.1 18.9 -33.1 36.0 4.085

82.0 90.0 10.1 10.2 10.2 10.3 0.1 1.4 23.2 -58.8 61.7 4.108

115.0 120.0 10.3 10.4 10.4 10.4 0.0 1.5 24.5 -90.5 93.3 4.116

145.0 150.0 10.5 10.6 10.6 10.7 0.1 1.8 28.5 -116.5 119.3 4.138

180.0 180.0 10.7 10.8 10.8 10.9 0.1 2.0 31.1 -148.9 151.7 4.154

210.0 210.0 10.9 10.9 10.9 10.9 0.0 2.0 31.1 -178.9 181.7 4.154

235.0 240.0 11.0 11.0 11.1 11.1 0.1 2.2 33.5 -201.5 204.3 4.169

265.0 270.0 11.2 11.2 11.2 11.3 0.1 2.4 35.9 -229.1 231.9 4.184

292.0 300.0 11.3 11.3 11.4 11.4 0.1 2.5 37.0 -255.0 257.8 4.191

326.0 330.0 11.4 11.4 11.5 11.6 0.2 2.7 39.2 -286.8 289.6 4.206

358.0 360.0 11.6 11.7 11.7 11.8 0.1 2.9 41.3 -316.7 319.5 4.221

385.0 390.0 11.8 11.8 11.9 11.9 0.1 3.0 42.3 -342.7 345.5 4.228

415.0 420.0 12.0 12.1 12.2 12.2 0.1 3.3 45.3 -369.7 372.5 4.250

445.0 450.0 12.3 12.4 12.5 12.6 0.2 3.7 48.9 -396.1 398.9 4.280

475.0 480.0 12.7 12.8 12.8 12.9 0.1 4.0 51.4 -423.6 426.4 4.302

502.0 510.0 13.0 13.2 13.3 13.4 0.2 4.5 55.2 -446.8 449.7 4.338

535.0 540.0 13.5 13.6 13.8 13.9 0.3 5.0 58.5 -476.5 479.3 4.374

565.0 570.0 14.0 14.2 14.3 14.5 0.3 5.6 62.1 -502.9 505.7 4.417

595.0 600.0 14.6 14.8 14.9 15.1 0.3 6.2 65.1 -529.9 532.7 4.459

622.0 630.0 15.3 15.4 15.6 15.8 0.4 6.9 68.3 -553.7 556.6 4.508

650.0 660.0 15.9 16.1 16.4 16.6 0.5 7.7 71.3 -578.7 581.5 4.563

682.0 690.0 16.8 17.0 17.2 17.4 0.4 8.5 74.0 -608.0 610.8 4.617

710.0 720.0 17.6 17.8 18.1 18.5 0.7 9.6 77.3 -632.7 635.5 4.691

735.0 750.0 18.7 18.9 19.3 19.6 0.7 10.7 80.2 -654.8 657.6 4.764

762.0 780.0 19.8 20.1 20.4 20.7 0.6 11.8 82.9 -679.1 681.9 4.836

792.0 810.0 20.9 21.3 21.7 22.0 0.7 13.1 85.8 -706.2 709.0 4.919

821.0 840.0 22.4 22.7 23.2 23.7 1.0 14.8 89.3 -731.7 734.5 5.026

850.0 870.0 23.9 24.3 24.8 25.2 0.9 16.3 92.1 -757.9 760.7 5.119

880.0 900.0 25.5 26.0 26.7 27.1 1.1 18.2 95.1 -784.9 787.7 5.234
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孔内水平載荷試験（Ａ型）測定データシート

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

ボーリング No.

キャリブレイション名

測 定 日

使用ゴム筒

土 質 名

深 度

Ｎ 値

測 定 者

自 然 水 位

孔 内 水 位

タンク高さ

初期スタンドパイプの水位　　Ｈ0

挿入後スタンドパイプの水位　Ｈ '0

セル水圧 ガ ス 圧 スタンドパイプ水位  Ｈ'(cm) ΔＨ(cm) Ｈ(cm) ＰG ＰG－Ｐ Ｐe ｒ

Ｐ(kN/m2) Ｐ(kN/m2) １５” ３０” ６０” １２０” Ｈ'120 －Ｈ'30 Ｈ'120－Ｈ0 (kN/m2) (kN/m2) (kN/m2) (cm)

1)ＰGは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたＨ－ＰG曲線より求める。

2)ＰSは(ＰG - Ｐ)を求めその最大値とする。 ＰS＝ 1.9 kN/m2

3)Ｐeは次式から求める。Ｐe＝Ｐ＋ＰS－ＰG

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

4

1

2013年10月21日

φ80mm

シルト質細砂

G L - 5 . 5 0 m

1 3 / 3 0

河 原  健 二 G L - 1 . 4 5 m

G L + 1 . 2 0 m

1.7cm

1.9cm

0.0 0.0 1.9 1.9 1.9 1.9 0.0 0.2 1.9 1.9 0.0 4.014

49.0 49.0 3.9 4.1 4.6 4.8 0.7 3.1 33.2 -15.8 17.7 4.217

98.1 98.1 7.5 7.9 8.0 8.2 0.3 6.5 56.1 -42.0 43.9 4.443

147.1 147.1 9.1 9.1 9.2 9.2 0.1 7.5 60.5 -86.6 88.5 4.507

196.1 196.1 9.5 9.5 9.5 9.6 0.1 7.9 62.1 -134.0 136.0 4.533

245.2 245.2 9.9 9.9 9.9 10.0 0.1 8.3 63.6 -181.6 183.5 4.558

343.2 343.2 11.0 11.1 11.2 11.2 0.1 9.5 67.8 -275.4 277.3 4.633

392.3 392.3 12.2 12.3 12.3 12.5 0.2 10.8 72.0 -320.2 322.2 4.713

441.3 441.3 13.1 13.1 13.2 13.4 0.3 11.7 74.8 -366.5 368.4 4.768

489.4 490.3 14.6 14.9 15.1 15.3 0.4 13.6 80.3 -409.0 410.9 4.881

539.4 539.4 16.3 16.5 16.6 17.0 0.5 15.3 84.5 -454.8 456.7 4.981

588.4 588.4 19.2 19.3 19.6 20.0 0.7 18.3 89.9 -498.5 500.4 5.151

637.4 637.4 21.4 21.4 21.7 22.1 0.7 20.4 92.5 -544.9 546.8 5.267

686.5 686.5 24.9 25.1 25.4 25.9 0.8 24.2 96.2 -590.3 592.2 5.471

733.5 735.5 27.5 27.7 27.9 28.5 0.8 26.8 98.6 -634.9 636.9 5.606

783.6 784.5 32.4 32.7 33.2 34.0 1.3 32.3 103.4 -680.1 682.1 5.882

832.6 833.6 36.5 36.8 37.3 38.2 1.4 36.5 106.7 -725.9 727.8 6.084

880.6 882.6 43.1 43.4 44.2 45.1 1.7 43.4 111.5 -769.2 771.1 6.402

929.7 931.6 48.1 48.6 49.3 50.6 2.0 48.9 115.0 -814.7 816.6 6.644
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Calibration Curve

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

キャリブレイション名 測 定 者

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

1 河 原  健 二
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Calibration Curve

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

キャリブレイション名 測 定 者

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

2 浦 上  宗 桜
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Calibration Test

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

キャリブレイション名

測 定 日

使用ゴム筒

測 定 者

初期スタンドパイプの水位　Ｈ0

セル水圧 ガ ス 圧 スタンドパイプ水位  Ｈ'(cm) ΔＨ(cm) Ｈ(cm) ＰG ＰG－Ｐ Ｐe ｒ

Ｐ(kN/m2) Ｐ(kN/m2) １５” ３０” ６０” １２０” Ｈ'120 －Ｈ'30 Ｈ'120 －Ｈ0 (kN/m2) (kN/m2) (kN/m2) (cm)

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

1

2013年10月20日

φ80mm

河原 健二

0.8cm

0.0 0.0 0.8 0.0

4.9 9.8 1.4 0.6

9.8 19.6 1.9 1.1

19.6 29.4 2.7 1.9

29.4 39.2 3.5 2.7

39.2 49.0 4.3 3.5

49.0 58.8 5.4 4.6

53.9 68.6 6.7 5.9

58.8 78.5 8.3 7.5

63.7 88.3 10.0 9.2

73.5 98.1 12.2 11.4

83.4 107.9 14.8 14.0

88.3 117.7 18.0 17.2

93.2 127.5 22.3 21.5

98.1 137.3 26.9 26.1

103.0 147.1 32.5 31.7

107.9 156.9 39.0 38.2

112.8 166.7 46.2 45.4

117.7 176.5 54.1 53.3
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Calibration Test

Ａ型：ＬＬＴ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

調 査 件 名

キャリブレイション名

測 定 日

使用ゴム筒

測 定 者

初期スタンドパイプの水位　Ｈ0

セル水圧 ガ ス 圧 スタンドパイプ水位  Ｈ'(cm) ΔＨ(cm) Ｈ(cm) ＰG ＰG－Ｐ Ｐe ｒ

Ｐ(kN/m2) Ｐ(kN/m2) １５” ３０” ６０” １２０” Ｈ'120 －Ｈ'30 Ｈ'120 －Ｈ0 (kN/m2) (kN/m2) (kN/m2) (cm)

習 志 野 市 新 庁 舎 等 建 設 基 本 設 計 業 務 に 伴 う 地 盤 調 査

2

2013年10月29日

φ80mm

浦上 宗桜

0.0cm

0.0 0.0 0.0 0.0

19.6 19.6 1.0 1.0

27.5 39.2 1.5 1.5

33.3 58.8 2.0 2.0

40.2 78.5 2.8 2.8

48.1 98.1 3.6 3.6

56.9 117.7 4.8 4.8

62.8 137.3 6.0 6.0

69.6 156.9 7.5 7.5

74.5 176.5 9.1 9.1

81.4 196.1 11.0 11.0

87.3 215.7 13.5 13.5

92.2 235.4 16.3 16.3

97.1 255.0 19.6 19.6

101.0 274.6 23.1 23.1

104.9 294.2 27.0 27.0

109.8 313.8 31.6 31.6

114.7 333.4 36.4 36.4

121.6 353.0 41.9 41.9

130.4 372.7 47.6 47.6

140.2 392.3 54.6 54.6
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.0

53
.0

54
.0

55
.0

5.
0

6.
0

7.
0

8.
0

9.
0

1
0.

0

1
1.

0

1
2.

0

1
3.

0

1
4.

0

1
5.

0

1
6.

0

1
7.

0

1
8.

0

1
9.

0

2
0.

0

2
1.

0

2
2.

0

2
3.

0

2
4.

0

2
5.

0

2
6.

0

2
7.

0

2
8.

0

2
9.

0

3
0.

0

3
1.

0

3
2.

0

3
3.

0

3
4.

0

3
5.

0

3
6.

0

3
7.

0

3
8.

0

3
9.

0

4
0.

0

4
1.

0

4
2.

0

4
3.

0

4
4.

0

4
5.

0

4
6.

0

4
7.

0

4
8.

0

4
9.

0

5
0.

0

5
1.

0

5
2.

0

5
3.

0

5
4.

0

5
5.

0

深 　 度 　 (
m)

深 　 度 　 (m
)
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nar

Ｐ　Ｓ　検　層　Ｐ　波　走　時　曲　線

走時［ｓｅｃ］

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10 0.11 0.12

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10 0.11 0.12

深
度

［ｍ］

速度単位

観測値
補正値

m/sec

0

5

10

5.85m

820

1600
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nar

Ｐ　Ｓ　検　層　Ｓ　波　走　時　曲　線

走時［ｓｅｃ］

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25

深
度

［ｍ］

速度単位

観測値
補正値

m/sec

0

5

10

5.85m

160

250
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nar

Ｐ　Ｓ　検　層　Ｐ　波　波　形　図

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10 0.11 0.12

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10 0.11 0.12

時間［ｓｅｃ］

深
度

［ｍ］

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

11.00

12.00
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nar

Ｐ　Ｓ　検　層　Ｓ　波　波　形　図

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25

時間［ｓｅｃ］

深
度

［ｍ］

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

11.00

12.00
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 25日

柏熊　香

2-1

(6.50～7.40m)

1.775

1.283

2.664

38.3

1.076

94.8

0.0

88.4

11.1

0.5

2.50

0.425

細粒分まじり砂

(S-F)

2-2

(13.00～13.70m)

1.875

1.494

2.669

25.5

0.786

86.6

0.0

95.3

4.7

1.75

0.425

砂

(S)

2-3

(23.00～24.00m)

1.833

1.435

2.660

27.7

0.854

86.3

0.0

94.2

5.8

2.64

0.850

細粒分まじり砂

(S-F)

2-4

(33.00～34.00m)

1.896

1.410

2.750

34.5

0.950

99.7

0.0

46.4

35.9

17.7

51.56

0.425

45.5

24.9

20.6

砂質粘土

(CLS)

1204.5

0.35

494.9

UU

543.1

10.8

0.637

4083.7

段階載荷

（低液性限界）

3-1

(2.50～3.45m)

1.340

0.663

2.682

102.3

3.049

90.0

0.0

9.1

26.2

64.7

-

0.425

130.3

38.3

92.0

砂まじり火山灰質粘性土

(VH2-S)

80.1

1.03

19.5

UU

38.7

2.0

1.621

233.4

段階載荷

（Ⅱ型）

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 25日

柏熊　香

2-1

(6.50～7.40m)

0.0

88.4

11.6

11.1

0.5

0.425

2.50

細粒分まじり砂

(S-F)

○

2-2

(13.00～13.70m)

0.0

95.3

4.7

0.425

1.75

砂

(S)

◎

2-3

(23.00～24.00m)

0.0

94.2

5.8

0.850

2.64

細粒分まじり砂

(S-F)

●

2-4

(33.00～34.00m)

0.0

46.4

53.6

35.9

17.7

0.425

51.56

45.5

24.9

20.6

砂質粘土

（低液性限界）

(CLS)

△

3-1

(2.50～3.45m)

0.0

9.1

90.9

26.2

64.7

0.425

-

130.3

38.3

92.0

砂まじり火山灰質粘性土

（Ⅱ型）

(VH2-S)

▲

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

△

▲

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎●

△

▲
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 15日

飯島　かおる

2-1 (6.50～7.40m)

43

163.749

18.0

0.99860

146.345

27.883

27.883

2.657

44

169.209

18.0

0.99860

152.184

27.228

27.228

2.665

2.664

45

168.795

18.0

0.99860

151.500

27.634

27.634

2.669

2-2 (13.00～13.70m)

46

171.518

18.0

0.99860

154.549

27.137

27.137

2.665

47

170.985

18.0

0.99860

154.192

26.796

26.796

2.675

2.669

48

164.317

18.0

0.99860

147.407

27.026

27.026

2.668

2-3 (23.00～24.00m)

49

163.941

18.0

0.99860

149.396

23.271

23.271

2.663

50

168.271

18.0

0.99860

153.610

23.515

23.515

2.652

2.660

51

163.537

18.0

0.99860

148.912

23.389

23.389

2.665

2-4 (33.00～34.00m)

52

157.204

18.0

0.99860

147.923

14.534

14.534

2.763

53

160.499

18.0

0.99860

151.095

14.803

14.803

2.738

2.750

54

167.546

18.0

0.99860

158.170

14.723

14.723

2.750

3-1 (2.50～3.45m)

55

156.731

18.0

0.99860

150.805

9.448

9.448

2.679

56

159.043

18.0

0.99860

153.126

9.442

9.442

2.675

2.682

57

161.818

18.0

0.99860

155.859

9.475

9.475

2.691
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   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 12日

佐原　雄

38.3

2-1 (6.50～7.40m)

1920

417.90

324.28

79.83

38.3

25.5

2-2 (13.00～13.70m)

1924

438.05

364.83

77.68

25.5

27.7

2-3 (23.00～24.00m)

1940

436.42

359.31

80.93

27.7

34.5

2-4 (33.00～34.00m)

179

113.30

87.84

11.38

33.3

296

68.60

52.38

7.07

35.8

826

62.02

47.83

6.43

34.3

102.3

3-1 (2.50～3.45m)

4167

72.68

42.37

12.03

99.9

4268

63.12

36.38

10.82

104.6

4917

71.06

40.31

10.29

102.4
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 15日

飯島　かおる

2-1

(6.50～7.40m)

100.0

95.6

19.3

11.6

0.0606 9.7

0.0430 8.1

0.0272 6.5

0.0158 4.8

0.0112 3.2

0.0079 1.6

0.0040 0.0

2-2

(13.00～13.70m)

100.0

77.6

7.5

4.7

0.0599 3.2

0.0425 1.6

0.0269 0.0

2-1

(6.50～7.40m)

0.0

0.0

0.0

0.0

4.4

84.0

11.1

0.5

100.0

100.0

11.6

0.425

0.1584

0.1457

0.1213

0.0633

2.50

1.47

2.664

-

0.1072

2-2

(13.00～13.70m)

0.0

0.0

0.0

0.0

22.4

72.9

4.7

100.0

100.0

4.7

0.425

0.2062

0.1875

0.1547

0.1175

1.75

0.99

2.669

-

0.1383

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

2-1
2-2
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 15日

飯島　かおる

2-3

(23.00～24.00m)

100.0

90.7

45.5

9.3

5.8

0.0611 4.4

0.0433 2.9

0.0275 1.5

0.0159 0.0

2-4

(33.00～34.00m)

100.0

95.6

64.8

53.6

0.0539 45.3

0.0386 39.2

0.0247 33.2

0.0144 27.2

0.0103 24.1

0.0073 21.1

0.0037 15.1

0.0015 9.1

2-3

(23.00～24.00m)

0.0

0.0

0.0

0.0

54.5

39.7

5.8

100.0

90.7

5.8

0.850

0.2933

0.2633

0.2006

0.1110

2.64

1.24

2.660

-

0.1629

2-4

(33.00～34.00m)

0.0

0.0

0.0

0.0

4.4

42.0

35.9

17.7

100.0

100.0

53.6

0.425

0.0928

0.0656

0.0188

0.0018

51.56

2.12

2.750

-

0.0064

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

2-3
2-4
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 15日

飯島　かおる

3-1

(2.50～3.45m)

100.0

97.8

93.4

90.9

0.0542 87.4

0.0386 82.4

0.0246 77.4

0.0143 72.4

0.0101 69.9

0.0072 67.4

0.0036 62.4

0.0015 57.4

3-1

(2.50～3.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

6.9

26.2

64.7

100.0

100.0

90.9

0.425

0.0025

-

-

-

-

-

2.682

-

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

3-1
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   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 20日

佐原　雄

2-4 (33.00～34.00m)

40 43.1

34 44.0

29 44.7

20 46.5

16 47.7

12 49.1

24.5

24.8

25.3

45.5

24.9

20.6

3-1 (2.50～3.45m)

41 125.6

35 126.9

29 129.0

20 132.3

14 135.9

8 141.7

37.8

38.7

38.4

130.3

38.3

92.0

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

20

30

40

50

60

45.5 %

If =  11.4

110

120

130

140

150

130.3 %

If =  22.7
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J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ノギス法）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

1

338.07

4.92

4.92

4.92

4.92

4.92

4.92

4.92

10.02

10.02

10.02

190.50

1920

417.90

324.28

79.83

38.3

38.3

1.775

1.283

1.076

94.8

2.664

1.283

38.3

1.076

1.775

94.8

PAGE 32



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ノギス法）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 15日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

1

360.37

4.94

4.94

4.94

4.94

4.94

4.94

4.94

10.03

10.03

10.03

192.24

1924

438.05

364.83

77.68

25.5

25.5

1.875

1.494

0.786

86.6

2.669

1.494

25.5

0.786

1.875

86.6
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J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ノギス法）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 19日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

1

355.49

4.96

4.96

4.96

4.96

4.96

4.96

4.96

10.04

10.04

10.04

193.99

1940

436.42

359.31

80.93

27.7

27.7

1.833

1.435

0.854

86.3

2.660

1.435

27.7

0.854

1.833

86.3
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J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ノギス法）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

2-4 (33.00～34.00m) 田村　浩由

1

371.01

4.99

4.99

4.99

4.99

4.99

4.99

4.99

9.94

9.94

9.94

194.39

2

359.35

4.94

4.94

4.94

4.94

4.94

4.94

4.94

9.98

9.98

9.98

191.28

3

359.58

4.91

4.91

4.91

4.91

4.91

4.91

4.91

9.99

9.99

9.99

189.16

179

113.30

87.84

11.38

33.3

296

68.60

52.38

7.07

35.8

826

62.02

47.83

6.43

34.3

33.3 35.8 34.3

1.909

1.432

0.920

99.5

1.879

1.384

0.987

99.7

1.901

1.415

0.943

100.0

2.750

1.410

34.5

0.950

1.896

99.7
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J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ノギス法）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

1

261.27

4.95

4.95

4.95

4.95

4.95

4.95

4.95

9.97

9.97

9.97

191.86

2

256.64

4.99

4.99

4.99

4.99

4.99

4.99

4.99

9.96

9.96

9.96

194.78

3

262.52

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

9.97

9.97

9.97

195.76

4167

72.68

42.37

12.03

99.9

4268

63.12

36.38

10.82

104.6

4917

71.06

40.31

10.29

102.4

99.9 104.6 102.4

1.362

0.681

2.938

91.2

1.318

0.644

3.165

88.6

1.341

0.663

3.045

90.2

2.682

0.663

102.3

3.049

1.340

90.0
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   J I S A 1 2 1 6

J G S 0 5 1 1
土 の 一 軸 圧 縮 試 験（強度・変形特性）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

液 性 限 界 w L
1) ％

塑 性 限 界 w p
1) ％

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて記載する。

E50 =

q u

2

ε50

/10

供 試 体 No.

試 料 の 状 態

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

質 量 m g

湿 潤 密 度 ρt
1) g/cm3

含 水 比 w ％

一軸圧縮強さ q u kN/m2

破壊ひずみ εf ％

変 形 係 数 E 50
1) MN/m2

鋭 敏 比 S t
1)

供試体の

破壊状況

No.

No.

No.

No.

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 12日

2-4 (33.00～34.00m) 武石　嘉哉

 

1.0

1

乱さない

11.77

6.92

828.78

1.872

36.1

1106.4

0.25

635.8

2

乱さない

11.26

6.85

781.45

1.883

34.8

1302.5

0.44

353.9

1

2

圧 縮 ひ ず み ε (％)

圧
縮

応
力

σ
(
kN

/m
2 )

0 2 4 6 8 10 12 14
0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

応力－ひずみ曲線

1

2
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   J I S A 1 2 1 6

J G S 0 5 1 1
土 の 一 軸 圧 縮 試 験（強度・変形特性）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

液 性 限 界 w L
1) ％

塑 性 限 界 w p
1) ％

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて記載する。

E50 =

q u

2

ε50

/10

供 試 体 No.

試 料 の 状 態

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

質 量 m g

湿 潤 密 度 ρt
1) g/cm3

含 水 比 w ％

一軸圧縮強さ q u kN/m2

破壊ひずみ εf ％

変 形 係 数 E 50
1) MN/m2

鋭 敏 比 S t
1)

供試体の

破壊状況

No.

No.

No.

No.

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 12日

3-1 (2.50～3.45m) 武石　嘉哉

 

1.0

1

乱さない

9.95

4.98

262.83

1.356

105.0

76.0

0.80

21.1

2

乱さない

9.96

4.99

261.32

1.342

106.6

84.1

1.26

17.8

1

2

圧 縮 ひ ず み ε (％)

圧
縮

応
力

σ
(
kN

/m
2 )

0 2 4 6 8 10 12 14
0

20

40

60

80

100

120

140

160

応力－ひずみ曲線

1
2
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J G S 0 5 2 1 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
   の場合は液性限界，
   塑性限界，砂質土の
   場合は最小乾燥密度，
   最大乾燥密度等を記
   載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr ) max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 e f

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

変形係数 E 50 MN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

2-4 (33.00～34.00m) 田村　浩由

 

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1

1

180

1507.0

0.65

278

2

340

1469.9

1.65

130

3

420

1506.8

1.10

240

軸ひずみ εa （％）

主
応

力
差

（
σ

a
－

σ
r
）

(k
N/

m2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

400

800

1200

1600

2000

2400

2800

(σa-σr) -εa 曲線

1
23
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J G S 0 5 2 1 土の強度特性 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφ

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

2-4 (33.00～34.00m) 田村　浩由

543.1 10.8 0.191

σ (kN/m2）

τ
 (

kN
/
m2
）

0 400 800 1200 1600 2000 2400 2800
0

400

800

1200

1600

2000

2400

2800

3200

3600
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J G S 0 5 2 1 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
   の場合は液性限界，
   塑性限界，砂質土の
   場合は最小乾燥密度，
   最大乾燥密度等を記
   載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr ) max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 e f

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

変形係数 E 50 MN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1

1

40

84.1

2.51

9.71

2

80

83.4

1.71

10.4

3

100

87.3

2.11

13.3

軸ひずみ εa （％）

主
応

力
差

（
σ

a
－

σ
r
）

(k
N/

m2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

20

40

60

80

100

120

140

(σa-σr) -εa 曲線

1

2

3
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J G S 0 5 2 1 土の強度特性 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφ

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

38.7 2.0 0.035

σ (kN/m2）

τ
 (

kN
/
m2
）

0 40 80 120 160 200 240 280
0

40

80

120

160

200

240

280

320

360
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土の段階載荷による圧密試験 （計算書）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

試 験 機 No.

最低～最高室温 ℃

土 質 名 称

土粒子の密度 ρs g/cm3

液 性 限 界 w L ％

塑 性 限 界 w p ％

供

試

体

直 径 D cm

断 面 積 A cm2

高 さ H 0 cm

質 量 m 0 g

炉乾燥質量 m s g

実 質 高 さ H s cm

初

期

状

態

含水比 w0 ％

間隙比e 0 ，体積比f 0

湿潤密度 ρt g/cm
3

飽和度 Sr0 ％

圧 縮 指 数 C c

圧密降伏応力 p c kN/m2

0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

載荷

段階

圧密圧力p

kN/m2

圧力増分Δp

kN/m2

圧 密 量 ΔH

cm

供試体高さ H

cm

平均供試体高さH

cm

圧 縮 ひ ず み

Δε=ΔH/H × 100％

体積圧縮係数 m v

m2/kN

間隙比e=H /H s- 1

体積比f=H /H s

載荷

段階

平均圧密圧力p

kN/m2

t90 ，t50

min

圧 密 係 数 c v

cm2/d

透 水 係 数 k

m/s

一次圧密量ΔH 1

cm

一 次 圧 密 比

r = ΔH 1 /ΔH

補正圧密係数

c′v = rc v cm2/d

透水係数 k′

m/s

特記事項 H s = m s/(     )ρs A

H = H′- ΔH

H =(      )/2H + H′

m v=(    /100)/Δε Δp

S r0 = w 0ρs/(    )e0ρw

p = p・p′

√法：t cv =305× H
2

/t90

曲線定規法：c v =70.9× H
2

/t 50

k = c vm vγw/(8.64×10 )8

k′= c′v m vγw/(8.64×10 )8

ただし，γw≒9.81kN/m3

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

2-4 (33.00～34.00m) 中村　修

砂質粘土（低液性限界） (CLS)

2.750

45.5

24.9

6.00

28.27

2.00

106.99

79.63

1.024

34.4

0.953

1.892

99.3

0.637

4083.7

0.0

156.8

313.6

627.2

1254.4

2508.8

5017.6

10035.2

20070.4

156.8

156.8

313.6

627.2

1254.4

2508.8

5017.6

10035.2

0.1141

0.0170

0.0188

0.0231

0.0455

0.1019

0.1950

0.1813

2.000

1.886

1.869

1.850

1.827

1.782

1.680

1.485

1.304

1.943

1.878

1.860

1.839

1.805

1.731

1.583

1.395

5.87

0.91

1.01

1.26

2.52

5.89

12.32

13.00

3.74E-4

5.80E-5

3.22E-5

2.01E-5

2.01E-5

2.35E-5

2.46E-5

1.30E-5

0.953

0.842

0.825

0.807

0.784

0.740

0.641

0.450

0.273

78.4

221.7

443.5

887.0

1774.0

3548.0

7096.0

14191.9

0.25

0.26

0.28

0.33

0.73

3.18

2.86

4307

4062

3687

3014

1253

241

208

2.84E-9

1.49E-9

8.41E-10

6.88E-10

3.34E-10

6.73E-11

3.07E-11

0.0026

0.0040

0.0057

0.0133

0.0256

0.0957

0.0791

0.153

0.213

0.247

0.292

0.251

0.491

0.436

659

865

911

880

315

118

91

4.34E-10

3.16E-10

2.08E-10

2.01E-10

8.40E-11

3.30E-11

1.34E-11
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   J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (圧縮曲線)

調 査 件 名 試験年月日

試 料 番 号(深さ) 試 験 者

土粒子の密度

ρs g/cm
3

液 性 限 界

w L ％

塑 性 限 界

w p ％

初 期 含 水 比

w 0 ％

初期間隙比 e0

初期体積比 f0

圧 縮 指 数

Cc

圧密降伏応力

pc kN/m2
ひずみ速度 1)

％/min

透水係数 k (m/s)2)

圧密圧力 p (kN/m )2

特記事項 1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。
2)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ使用する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

中村　修2-4 (33.00～34.00m)

2.750 45.5 24.9 34.4 0.953 0.637 4083.7

間
隙

比
e

30 3000050 100 200 500 1000 2000 5000 10000

1.05

1.00

0.95

0.90

0.85

0.80

0.75

0.70

0.65

0.60

0.55

0.50

0.45

0.40

0.35

0.30

0.25

0.20

0.15

0.10

e 0 = 0.953

p c = 4083.7 k N / m2
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   J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (cv ，mv - p 関係)

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

圧
密

係
数

c v
，c

v
′

(
c
m
/
d
)

2

体
積

圧
縮

係
数

m
v
(
m
/
k
N
)

2

平 均 圧 密 圧 力 p (kN/m )2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

2-4 (33.00～34.00m) 中村　修

c v ，c v
′

m v

30 3000050 100 200 500 1000 2000 5000 10000
102

103

104

105

10-6

10-5

10-4

10-3

pc = 4083.7 kN/m2
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J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土の段階載荷による圧密試験 （計算書）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

試 験 機 No.

最低～最高室温 ℃

土 質 名 称

土粒子の密度 ρs g/cm3

液 性 限 界 w L ％

塑 性 限 界 w p ％

供

試

体

直 径 D cm

断 面 積 A cm2

高 さ H 0 cm

質 量 m 0 g

炉乾燥質量 m s g

実 質 高 さ H s cm

初

期

状

態

含水比 w0 ％

間隙比e 0 ，体積比f 0

湿潤密度 ρt g/cm
3

飽和度 Sr0 ％

圧 縮 指 数 C c

圧密降伏応力 p c kN/m2

0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

載荷

段階

圧密圧力p

kN/m2

圧力増分Δp

kN/m2

圧 密 量 ΔH

cm

供試体高さ H

cm

平均供試体高さH

cm

圧 縮 ひ ず み

Δε=ΔH/H × 100％

体積圧縮係数 m v

m2/kN

間隙比e=H /H s- 1

体積比f=H /H s

載荷

段階

平均圧密圧力p

kN/m2

t90 ，t50

min

圧 密 係 数 c v

cm2/d

透 水 係 数 k

m/s

一次圧密量ΔH 1

cm

一 次 圧 密 比

r = ΔH 1 /ΔH

補正圧密係数

c′v = rc v cm2/d

透水係数 k′

m/s

特記事項 H s = m s/(     )ρs A

H = H′- ΔH

H =(      )/2H + H′

m v=(    /100)/Δε Δp

S r0 = w 0ρs/(    )e0ρw

p = p・p′

√法：t cv =305× H
2

/t90

曲線定規法：c v =70.9× H
2

/t 50

k = c vm vγw/(8.64×10 )8

k′= c′v m vγw/(8.64×10 )8

ただし，γw≒9.81kN/m3

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

3-1 (2.50～3.45m) 中村　修

砂まじり火山灰質粘性（Ⅱ型） (VH2-S)

2.682

130.3

38.3

6.00

28.27

2.00

75.95

37.52

0.495

102.4

3.040

1.343

90.3

1.621

233.4

0.0

19.6

39.2

78.4

156.8

313.6

627.2

1254.4

2508.8

19.6

19.6

39.2

78.4

156.8

313.6

627.2

1254.4

0.0071

0.0172

0.0189

0.0434

0.1317

0.2319

0.1981

0.1708

2.000

1.993

1.976

1.957

1.914

1.782

1.550

1.352

1.181

1.997

1.985

1.967

1.936

1.848

1.666

1.451

1.267

0.36

0.87

0.96

2.24

7.13

13.92

13.65

13.48

1.84E-4

4.44E-4

2.45E-4

2.86E-4

4.55E-4

4.44E-4

2.18E-4

1.07E-4

3.040

3.026

2.992

2.954

2.867

2.600

2.131

1.731

1.386

9.8

27.7

55.4

110.9

221.7

443.5

887.0

1774.0

0.31

0.33

0.35

0.38

1.13

4.09

7.61

3880

3579

3269

2744

750

157

64

1.96E-8

9.96E-9

1.06E-8

1.42E-8

3.78E-9

3.89E-10

7.78E-11

0.0029

0.0040

0.0101

0.0433

0.1222

0.1419

0.1393

0.169

0.212

0.233

0.329

0.527

0.716

0.816

656

759

762

903

395

112

52

3.31E-9

2.11E-9

2.47E-9

4.67E-9

1.99E-9

2.77E-10

6.32E-11
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   J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (圧縮曲線)

調 査 件 名 試験年月日

試 料 番 号(深さ) 試 験 者

土粒子の密度

ρs g/cm
3

液 性 限 界

w L ％

塑 性 限 界

w p ％

初 期 含 水 比

w 0 ％

初期間隙比 e0

初期体積比 f0

圧 縮 指 数

Cc

圧密降伏応力

pc kN/m2
ひずみ速度 1)

％/min

透水係数 k (m/s)2)

圧密圧力 p (kN/m )2

特記事項 1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。
2)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ使用する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

中村　修3-1 (2.50～3.45m)

2.682 130.3 38.3 102.4 3.040 1.621 233.4

間
隙

比
e

4 60005 10 20 50 100 200 500 1000 2000

3.2

3.1

3.0

2.9

2.8

2.7

2.6

2.5

2.4

2.3

2.2

2.1

2.0

1.9

1.8

1.7

1.6

1.5

1.4

1.3

e 0 = 3.040

p c = 233.4 k N / m2
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   J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (cv ，mv - p 関係)

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

圧
密

係
数

c v
，c

v
′

(
c
m
/
d
)

2

体
積

圧
縮

係
数

m
v
(
m
/
k
N
)

2

平 均 圧 密 圧 力 p (kN/m )2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 11日

3-1 (2.50～3.45m) 中村　修

c v ，c v
′

m v

4 60005 10 20 50 100 200 500 1000 2000
101

102

103

104

10-5

10-4

10-3

10-2

pc = 233.4 kN/m2
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）試 験 条 件

圧 密 状 態

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

荷 重 計 の 容 量

ト ル ク 計 の 容 量

N

N･m6)

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

数 量

高 さ

厚 さ

cm

cm

間隙水圧経路体積変化 cm3 /KN/m2

ゴム

スリーブ

材 質

厚 さ

高 さ

外 径

内 径

m m

cm

cm

cm

試

験

装

置

圧

密

前

軸

変

位

計

回

転

角

計

大

変

位

小

変

位

大

変

位

小

変

位

金
属
製
リ
ブ

変 位 計

回転角計
の位置

リブの位置

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ  )6)

Ｄ 6)

0

0 o0

ｉ0

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

軸 変 位 計

の 読 み

圧密前

圧密後

排 水 量

の 読 み

圧密前

圧密後

軸 変 位 量

体 積 変 化 量

高 さ

外 径

内 径

体 積

断 面 積

乾 燥 質 量

乾 燥 密 度

間 隙 比

相 対 密 度

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

圧

密

後

間

隙

圧

係

数

Ｂ

圧

密

前

圧

密

後

供

試

体

の

状

況

cm

cm

cm3

cm3

cm

cm3

cm

cm

cm

cm3

cm2

g

g/cm3

%

kＮ/m2

kＮ/m2

kＮ/m2

min

kＮ/m2

kＮ/m2

min

ΔＨ

ΔＶ

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ )

Ｄ

Ｖ

Ａ

ｍ

ρ =ｍ /Ｖ

ｅ 3)

Ｄ 3)

Δσ

Δｕ

Δσ

Δｕ

Δｕ

c

c

c

c oc
6)

ic

c

c

s

6)

dc s c

c

rc

u

l

特記事項

1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を
   記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を
   記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場
   合は最小乾燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。
6) 中空円筒供試体による試験の場合に記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

6)

6)

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

乱さない

トリミング法

 

2.664

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

270

270

200

70

70

正弦波

0.100

非排水

100

10

2000

1

1

0

ラテックス

0.2

10.015

4.920

0.019

0.035

0.01

1.41

0.016

1.40

9.999

4.906

189.00

18.90

244.45

1.293

1.060

20.00

19.00

15

0.95
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 1

0.000

0.000

9.999

4.906

189.00

18.90

1.060

0.000

0.000

0.75 5.00E-04 150.0 0.9

0.76 5.00E-04 152.0 0.6

0.76 5.00E-04 152.0 1.1

0.76 5.00E-04 152.0 0.6

0.76 5.00E-04 152.0 0.8

0.76 5.00E-04 152.0 0.2

0.76 5.00E-04 152.0 0.1

0.76 5.00E-04 152.0 0.5

0.76 5.00E-04 152.0 0.9
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5サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 2

0.000

0.000

9.999

4.906

189.00

18.90

1.060

0.000

0.000

1.51 1.00E-03 151.0 1.0

1.51 1.00E-03 151.0 0.9

1.51 1.00E-03 151.0 0.8

1.51 1.00E-03 151.0 0.8

1.51 1.00E-03 151.0 0.7

1.51 1.00E-03 151.0 0.9

1.51 1.00E-03 151.0 1.0

1.51 1.00E-03 151.0 0.6

1.51 1.00E-03 151.0 0.6
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 3

0.000

0.000

9.999

4.906

189.00

18.90

1.060

0.000

0.000

2.95 2.10E-03 140.5 1.6

2.95 2.10E-03 140.5 1.5

2.95 2.10E-03 140.5 1.4

2.95 2.10E-03 140.5 1.6

2.95 2.10E-03 140.5 1.6

2.95 2.10E-03 140.5 1.6

2.95 2.10E-03 140.5 1.3

2.95 2.10E-03 140.5 1.4

2.95 2.10E-03 140.5 1.6
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 4

0.001

0.000

9.998

4.906

189.00

18.90

1.060

0.001

0.000

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3

5.07 3.90E-03 130.0 2.3
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軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.006 -0.004 -0.002 0.000 0.002 0.004 0.006
-15

-10

-5

0

5

10

15

10サイクル目

PAGE 57



J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 5

0.001

0.000

9.998

4.906

189.00

18.90

1.060

0.001

0.000

8.12 6.80E-03 119.4 3.6

8.12 6.80E-03 119.4 3.5

8.12 6.80E-03 119.4 3.5

8.12 6.80E-03 119.4 3.5

8.12 6.90E-03 117.7 3.5

8.12 6.90E-03 117.7 3.4

8.12 6.90E-03 117.7 3.4

8.12 6.90E-03 117.7 3.4

8.12 6.90E-03 117.7 3.4
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 6

0.001

0.000

9.998

4.906

189.00

18.90

1.060

0.002

0.000

12.01 1.12E-02 107.2 5.9

12.01 1.12E-02 107.2 5.6

12.03 1.12E-02 107.4 5.3

12.01 1.12E-02 107.2 5.2

12.01 1.12E-02 107.2 5.1

12.01 1.12E-02 107.2 5.0

12.02 1.12E-02 107.3 4.9

12.02 1.13E-02 106.4 4.9

12.02 1.12E-02 107.3 4.8
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 7

-0.001

-0.200

10.000

4.908

189.20

18.92

1.062

-0.001

0.000

19.48 2.22E-02 87.7 9.0

19.49 2.22E-02 87.8 8.5

19.49 2.22E-02 87.8 8.2

19.50 2.22E-02 87.8 8.0

19.49 2.23E-02 87.4 7.8

19.50 2.23E-02 87.4 7.7

19.50 2.24E-02 87.1 7.6

19.49 2.23E-02 87.4 7.5

19.49 2.24E-02 87.0 7.4
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 8

0.000

0.000

9.999

4.906

189.00

18.90

1.060

-0.002

0.000

27.98 4.02E-02 69.6 12.4

27.98 4.00E-02 70.0 12.1

27.99 4.07E-02 68.8 11.7

27.98 4.10E-02 68.2 11.5

27.98 4.13E-02 67.7 11.3

27.98 4.15E-02 67.4 11.2

27.99 4.18E-02 67.0 11.1

27.98 4.21E-02 66.5 11.0

27.99 4.23E-02 66.2 10.9
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 9

-0.008

-0.200

10.007

4.907

189.20

18.91

1.062

-0.013

-0.300

38.62 7.30E-02 52.9 15.8

38.62 7.56E-02 51.1 15.8

38.62 7.83E-02 49.3 15.9

38.62 8.10E-02 47.7 16.0

38.62 8.39E-02 46.0 16.2

38.62 8.79E-02 43.9 16.2

38.62 9.11E-02 42.4 16.4

38.62 9.44E-02 40.9 16.6

38.62 9.79E-02 39.4 16.9
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

 1 10

-0.024

-0.200

10.023

4.903

189.20

18.88

1.062

-0.045

-0.300

51.01 1.47E-01 34.8 19.4

51.01 1.57E-01 32.5 19.3

51.01 1.69E-01 30.1 19.6

51.01 1.83E-01 27.8 19.9

51.01 1.99E-01 25.6 20.2

51.02 2.18E-01 23.4 20.6

51.01 2.39E-01 21.4 20.9

51.01 2.63E-01 19.4 21.1

51.01 2.91E-01 17.5 21.2
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）Ｅeq ,h～(εa )SA関係

Ｇeq ,h～(γ)SA 関係

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

載 荷 段 階

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

5 サ イ ク ル 目 ○ △ 1 0サイクル目 ● ▲

片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％

特記事項 1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾
   燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。 [1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-1 (6.50～7.40m) 田村　浩由

乱さない 2.664

トリミング法

 

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

270

270

200

70

70

正弦波

0.100

非排水

100

10

5.00E-04 152.0 0.6

1.00E-03 151.0 0.8

2.10E-03 140.5 1.6

3.90E-03 130.0 2.3

6.80E-03 119.4 3.5

1.12E-02 107.2 5.2

2.22E-02 87.8 8.0

4.10E-02 68.2 11.5

8.10E-02 47.7 16.0

1.83E-01 27.8 19.9

5.00E-04 152.0 0.9

1.00E-03 151.0 0.6

2.10E-03 140.5 1.6

3.90E-03 130.0 2.3

6.90E-03 117.7 3.4

1.12E-02 107.3 4.8

2.24E-02 87.0 7.4

4.23E-02 66.2 10.9

9.79E-02 39.4 16.9

2.91E-01 17.5 21.2
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）試 験 条 件

圧 密 状 態

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

荷 重 計 の 容 量

ト ル ク 計 の 容 量

N

N･m6)

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

数 量

高 さ

厚 さ

cm

cm

間隙水圧経路体積変化 cm3 /KN/m2

ゴム

スリーブ

材 質

厚 さ

高 さ

外 径

内 径

m m

cm

cm

cm

試

験

装

置

圧

密

前

軸

変

位

計

回

転

角

計

大

変

位

小

変

位

大

変

位

小

変

位

金
属
製
リ
ブ

変 位 計

回転角計
の位置

リブの位置

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ  )6)

Ｄ 6)

0

0 o0

ｉ0

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

軸 変 位 計

の 読 み

圧密前

圧密後

排 水 量

の 読 み

圧密前

圧密後

軸 変 位 量

体 積 変 化 量

高 さ

外 径

内 径

体 積

断 面 積

乾 燥 質 量

乾 燥 密 度

間 隙 比

相 対 密 度

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

圧

密

後

間

隙

圧

係

数

Ｂ

圧

密

前

圧

密

後

供

試

体

の

状

況

cm

cm

cm3

cm3

cm

cm3

cm

cm

cm

cm3

cm2

g

g/cm3

%

kＮ/m2

kＮ/m2

kＮ/m2

min

kＮ/m2

kＮ/m2

min

ΔＨ

ΔＶ

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ )

Ｄ

Ｖ

Ａ

ｍ

ρ =ｍ /Ｖ

ｅ 3)

Ｄ 3)

Δσ

Δｕ

Δσ

Δｕ

Δｕ

c

c

c

c oc
6)

ic

c

c

s

6)

dc s c

c

rc

u

l

特記事項

1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を
   記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を
   記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場
   合は最小乾燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。
6) 中空円筒供試体による試験の場合に記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

6)

6)

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

乱さない

トリミング法

 

2.669

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

320

320

200

120

120

正弦波

0.100

非排水

100

11

2000

1

1

0

ラテックス

0.2

10.033

4.937

0.023

0.035

0.01

1.27

0.012

1.26

10.021

4.924

190.80

19.04

287.15

1.505

0.773

20.00

19.00

15

0.95
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 1

-0.030

0.000

10.051

4.924

190.80

18.98

0.773

-0.030

0.000

1.51 8.00E-04 188.8 1.1

1.51 8.00E-04 188.8 0.5

1.51 8.00E-04 188.8 1.0

1.51 8.00E-04 188.8 0.7

1.51 8.00E-04 188.8 0.8

1.51 8.00E-04 188.8 0.9

1.51 8.00E-04 188.8 0.3

1.51 8.00E-04 188.8 0.4

1.51 8.00E-04 188.8 1.4

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力

 
q(

kN
/m

2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

1

2

0

-1

-2

繰返し回数 (回)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(%

)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.000

0.001

0.002

0.000

-0.001

-0.002

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.003 -0.002 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.003
-3

-2

-1

0

1

2

3

5サイクル目

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.003 -0.002 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.003
-3

-2

-1

0

1

2

3

10サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 2

-0.030

0.000

10.051

4.924

190.80

18.98

0.773

-0.029

0.000

2.86 1.60E-03 178.8 1.3

2.86 1.60E-03 178.8 1.9

2.86 1.60E-03 178.8 1.0

2.86 1.60E-03 178.8 1.5

2.86 1.60E-03 178.8 1.4

2.86 1.60E-03 178.8 1.2

2.86 1.60E-03 178.8 0.9

2.86 1.60E-03 178.8 1.2

2.86 1.60E-03 178.8 0.8

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力

 
q(

kN
/m

2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

2

4
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-2

-4

繰返し回数 (回)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(%

)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.000

0.002

0.004

0.000

-0.002

-0.004

軸ひずみ εa (%)

軸
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応
力

 q
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2
)

-0.003 -0.002 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.003
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6

5サイクル目

軸ひずみ εa (%)
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)
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10サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 3

-0.029

0.000

10.050

4.924

190.80

18.99

0.773

-0.029

0.000

5.29 3.00E-03 176.3 1.4

5.29 3.00E-03 176.3 1.4

5.29 3.00E-03 176.3 1.3

5.29 3.10E-03 170.6 1.3

5.29 3.10E-03 170.6 1.6

5.29 3.10E-03 170.6 1.3

5.29 3.10E-03 170.6 1.6

5.29 3.00E-03 176.3 1.3

5.29 3.10E-03 170.6 1.2

繰返し回数 (回)

軸
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応
力

 
q(
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2
)
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a
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)
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0.000

-0.002

-0.004

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.006 -0.004 -0.002 0.000 0.002 0.004 0.006
-15

-10

-5

0

5

10

15

5サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 4

-0.029

0.000

10.050

4.924

190.80

18.99

0.773

-0.029

0.000

8.89 5.30E-03 167.7 2.0

8.89 5.30E-03 167.7 2.1

8.89 5.40E-03 164.6 2.0

8.89 5.30E-03 167.7 1.9

8.89 5.40E-03 164.6 2.0

8.89 5.40E-03 164.6 1.8

8.89 5.40E-03 164.6 2.0

8.89 5.40E-03 164.6 1.8

8.89 5.40E-03 164.6 1.8

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力

 
q(
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/m

2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
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繰返し回数 (回)

軸
ひ

ず
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a
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)
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土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 5

-0.028

0.000

10.049

4.924

190.80

18.99

0.773

-0.028

0.000

13.83 8.70E-03 159.0 2.6

13.83 8.70E-03 159.0 2.6

13.83 8.70E-03 159.0 2.6

13.83 8.70E-03 159.0 2.5

13.83 8.70E-03 159.0 2.5

13.83 8.70E-03 159.0 2.5

13.83 8.70E-03 159.0 2.4

13.83 8.70E-03 159.0 2.4

13.83 8.70E-03 159.0 2.5
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 6

-0.028

0.000

10.049

4.924

190.80

18.99

0.773

-0.028

-0.300

20.42 1.34E-02 152.4 4.2

20.41 1.35E-02 151.2 3.9

20.41 1.35E-02 151.2 3.7

20.42 1.35E-02 151.3 3.6

20.42 1.35E-02 151.3 3.5

20.41 1.35E-02 151.2 3.4

20.42 1.36E-02 150.1 3.3

20.41 1.36E-02 150.1 3.3

20.42 1.36E-02 150.1 3.2
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 7

-0.028

-0.100

10.049

4.918

190.90

19.00

0.774

-0.026

0.000

35.78 2.62E-02 136.6 6.3

35.79 2.63E-02 136.1 5.8

35.79 2.63E-02 136.1 5.6

35.79 2.63E-02 136.1 5.4

35.80 2.63E-02 136.1 5.3

35.80 2.63E-02 136.1 5.2

35.79 2.63E-02 136.1 5.1

35.80 2.63E-02 136.1 5.1

35.80 2.64E-02 135.6 5.0
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 8

-0.024

0.000

10.045

4.924

190.80

18.99

0.773

-0.022

0.000

55.91 4.74E-02 118.0 9.0

55.91 4.74E-02 118.0 8.5

55.91 4.75E-02 117.7 8.3

55.91 4.75E-02 117.7 8.1

55.91 4.75E-02 117.7 7.9

55.92 4.75E-02 117.7 7.8

55.92 4.76E-02 117.5 7.7

55.92 4.76E-02 117.5 7.6

55.92 4.76E-02 117.5 7.5
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 9

-0.022

0.000

10.043

4.924

190.80

19.00

0.773

-0.022

-0.100

67.08 6.32E-02 106.1 10.7

67.09 6.33E-02 106.0 10.3

67.09 6.35E-02 105.7 10.1

67.09 6.36E-02 105.5 9.9

67.09 6.38E-02 105.2 9.8

67.09 6.39E-02 105.0 9.7

67.09 6.41E-02 104.7 9.6

67.09 6.42E-02 104.5 9.5

67.09 6.44E-02 104.2 9.5
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 10

-0.022

-0.100

10.043

4.920

190.90

19.01

0.774

-0.024

-0.200

77.13 8.18E-02 94.3 12.4

77.13 8.26E-02 93.4 12.2

77.13 8.34E-02 92.5 12.1

77.13 8.42E-02 91.6 12.1

77.13 8.51E-02 90.6 12.1

77.13 8.60E-02 89.7 12.1

77.13 8.69E-02 88.8 12.1

77.13 8.79E-02 87.7 12.2

77.13 8.88E-02 86.9 12.2
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5サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

 1 11

-0.024

-0.200

10.045

4.921

191.00

19.01

0.775

-0.090

-0.400

88.64 1.25E-01 71.1 16.5

88.64 1.34E-01 66.3 17.1

88.64 1.45E-01 61.0 17.9

88.65 1.60E-01 55.3 18.8

88.65 1.81E-01 49.1 19.9

88.65 2.07E-01 42.7 20.9

88.66 2.43E-01 36.5 21.9

88.67 2.89E-01 30.6 22.7

88.67 3.46E-01 25.6 23.3

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力
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)
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)
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5サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）Ｅeq ,h～(εa )SA関係

Ｇeq ,h～(γ)SA 関係

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

載 荷 段 階

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

5 サ イ ク ル 目 ○ △ 1 0サイクル目 ● ▲

片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％

特記事項 1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾
   燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。 [1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 14日

2-2 (13.00～13.70m) 田村　浩由

乱さない 2.669

トリミング法

 

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

320

320

200

120

120

正弦波

0.100

非排水

100

11

8.00E-04 188.8 0.7

1.60E-03 178.8 1.5

3.10E-03 170.6 1.3

5.30E-03 167.7 1.9

8.70E-03 159.0 2.5

1.35E-02 151.3 3.6

2.63E-02 136.1 5.4

4.75E-02 117.7 8.1

6.36E-02 105.5 9.9

8.42E-02 91.6 12.1

1.60E-01 55.3 18.8

8.00E-04 188.8 1.4

1.60E-03 178.8 0.8

3.10E-03 170.6 1.2

5.40E-03 164.6 1.8

8.70E-03 159.0 2.5

1.36E-02 150.1 3.2

2.64E-02 135.6 5.0

4.76E-02 117.5 7.5

6.44E-02 104.2 9.5

8.88E-02 86.9 12.2

3.46E-01 25.6 23.3

片振幅軸ひずみ (εa)SA (%)

等
価

ヤ
ン

グ
率

 Ｅ
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）試 験 条 件

圧 密 状 態

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

荷 重 計 の 容 量

ト ル ク 計 の 容 量

N

N･m6)

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

数 量

高 さ

厚 さ

cm

cm

間隙水圧経路体積変化 cm3 /KN/m2

ゴム

スリーブ

材 質

厚 さ

高 さ

外 径

内 径

m m

cm

cm

cm

試

験

装

置

圧

密

前

軸

変

位

計

回

転

角

計

大

変

位

小

変

位

大

変

位

小

変

位

金
属
製
リ
ブ

変 位 計

回転角計
の位置

リブの位置

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ  )6)

Ｄ 6)

0

0 o0

ｉ0

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

軸 変 位 計

の 読 み

圧密前

圧密後

排 水 量

の 読 み

圧密前

圧密後

軸 変 位 量

体 積 変 化 量

高 さ

外 径

内 径

体 積

断 面 積

乾 燥 質 量

乾 燥 密 度

間 隙 比

相 対 密 度

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

圧

密

後

間

隙

圧

係

数

Ｂ

圧

密

前

圧

密

後

供

試

体

の

状

況

cm

cm

cm3

cm3

cm

cm3

cm

cm

cm

cm3

cm2

g

g/cm3

%

kＮ/m2

kＮ/m2

kＮ/m2

min

kＮ/m2

kＮ/m2

min

ΔＨ

ΔＶ

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ )

Ｄ

Ｖ

Ａ

ｍ

ρ =ｍ /Ｖ

ｅ 3)

Ｄ 3)

Δσ

Δｕ

Δσ

Δｕ

Δｕ

c

c

c

c oc
6)

ic

c

c

s

6)

dc s c

c

rc

u

l

特記事項

1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を
   記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を
   記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場
   合は最小乾燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。
6) 中空円筒供試体による試験の場合に記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

6)

6)

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

乱さない

トリミング法

 

2.660

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

400

400

200

200

200

正弦波

0.100

非排水

100

12

2000

1

1

0

ラテックス

0.2

10.043

4.963

0.042

0.076

0.00

3.60

0.034

3.60

10.009

4.925

190.69

19.05

278.38

1.460

0.822

20.00

19.00

15

0.95
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 1

0.000

0.000

10.009

4.925

190.69

19.05

0.822

0.000

0.000

2.86 1.10E-03 260.0 0.7

2.86 1.10E-03 260.0 0.8

2.86 1.10E-03 260.0 0.5

2.86 1.10E-03 260.0 0.7

2.86 1.10E-03 260.0 0.7

2.86 1.10E-03 260.0 0.7

2.86 1.10E-03 260.0 0.6

2.86 1.10E-03 260.0 0.8

2.86 1.10E-03 260.0 0.7

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力
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)
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5サイクル目
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10サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 2

0.000

0.000

10.009

4.925

190.69

19.05

0.822

0.000

0.000

5.29 2.10E-03 251.9 0.7

5.29 2.10E-03 251.9 0.8

5.29 2.10E-03 251.9 0.8

5.29 2.10E-03 251.9 0.9

5.29 2.10E-03 251.9 0.8

5.29 2.10E-03 251.9 0.6

5.29 2.10E-03 251.9 0.8

5.29 2.10E-03 251.9 0.7

5.29 2.10E-03 251.9 0.8
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 3

0.000

0.000

10.009

4.925

190.69

19.05

0.822

0.000

0.000

8.88 3.70E-03 240.0 1.0

8.88 3.70E-03 240.0 1.0

8.88 3.70E-03 240.0 1.0

8.88 3.70E-03 240.0 0.9

8.87 3.70E-03 239.7 0.9

8.87 3.70E-03 239.7 1.0

8.87 3.70E-03 239.7 0.9

8.88 3.70E-03 240.0 1.0

8.88 3.70E-03 240.0 0.9
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 4

0.000

0.000

10.009

4.925

190.69

19.05

0.822

-0.001

2.000

13.83 5.90E-03 234.4 1.6

13.83 6.00E-03 230.5 1.6

13.83 6.00E-03 230.5 1.6

13.83 6.00E-03 230.5 1.5

13.83 6.00E-03 230.5 1.5

13.83 6.00E-03 230.5 1.5

13.83 6.00E-03 230.5 1.4

13.83 6.00E-03 230.5 1.5

13.83 6.00E-03 230.5 1.4
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 5

0.000

0.000

10.009

4.925

190.69

19.05

0.822

0.000

0.000

21.19 9.60E-03 220.7 2.6

21.19 9.70E-03 218.5 2.5

21.19 9.70E-03 218.5 2.4

21.19 9.70E-03 218.5 2.4

21.19 9.70E-03 218.5 2.3

21.19 9.70E-03 218.5 2.4

21.19 9.80E-03 216.2 2.3

21.19 9.80E-03 216.2 2.3

21.19 9.80E-03 216.2 2.3
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 6

0.000

0.000

10.009

4.925

190.69

19.05

0.822

0.000

0.000

30.29 1.48E-02 204.7 3.6

30.30 1.48E-02 204.7 3.4

30.28 1.49E-02 203.2 3.3

30.30 1.49E-02 203.4 3.2

30.31 1.49E-02 203.4 3.2

30.28 1.49E-02 203.2 3.1

30.31 1.50E-02 202.1 3.1

30.28 1.50E-02 201.9 3.1

30.33 1.51E-02 200.9 3.0
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 7

0.001

0.000

10.008

4.925

190.69

19.05

0.822

0.001

0.000

49.09 2.81E-02 174.7 5.9

49.16 2.82E-02 174.3 5.6

49.13 2.83E-02 173.6 5.4

49.12 2.83E-02 173.6 5.3

49.14 2.84E-02 173.0 5.2

49.06 2.83E-02 173.4 5.1

49.12 2.85E-02 172.4 5.0

49.06 2.84E-02 172.7 5.0

49.12 2.86E-02 171.7 5.0
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 8

0.001

0.000

10.008

4.925

190.69

19.05

0.822

0.000

-0.200

76.70 5.56E-02 137.9 9.8

76.68 5.56E-02 137.9 9.2

76.67 5.56E-02 137.9 8.8

76.77 5.57E-02 137.8 8.6

76.67 5.56E-02 137.9 8.4

76.69 5.57E-02 137.7 8.2

76.67 5.59E-02 137.2 8.1

76.77 5.62E-02 136.6 8.0

76.73 5.63E-02 136.3 7.9

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力

 
q(

kN
/m

2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

50

100

0

-50

-100

繰返し回数 (回)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(%

)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.00

0.05

0.10

0.00

-0.05

-0.10

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.12 -0.08 -0.04 0.00 0.04 0.08 0.12
-150

-100

-50

0

50

100

150

5サイクル目

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.12 -0.08 -0.04 0.00 0.04 0.08 0.12
-150

-100

-50

0

50

100

150

10サイクル目

PAGE 86



J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 9

0.000

-0.200

10.009

4.925

190.89

19.07

0.824

-0.002

-0.100

95.64 8.37E-02 114.3 12.7

95.65 8.34E-02 114.7 12.1

95.72 8.39E-02 114.1 11.6

95.73 8.42E-02 113.7 11.3

95.67 8.42E-02 113.6 11.2

95.75 8.48E-02 112.9 10.9

95.74 8.52E-02 112.4 10.8

95.65 8.52E-02 112.3 10.7

95.65 8.55E-02 111.9 10.6
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 10

-0.002

-0.100

10.011

4.926

190.79

19.06

0.823

-0.012

-0.300

114.83 1.22E-01 93.9 15.1

114.84 1.24E-01 92.6 14.8

114.83 1.26E-01 91.2 14.6

114.83 1.28E-01 89.5 14.4

114.82 1.30E-01 88.4 14.4

114.83 1.32E-01 86.9 14.4

114.83 1.34E-01 85.6 14.4

114.83 1.36E-01 84.2 14.4

114.83 1.39E-01 82.9 14.4
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 11

-0.012

-0.300

10.021

4.926

190.99

19.06

0.825

-0.030

-0.400

132.04 1.60E-01 82.7 15.8

132.07 1.66E-01 79.5 15.9

132.06 1.72E-01 76.8 16.1

132.04 1.79E-01 73.9 16.3

132.07 1.85E-01 71.2 16.6

132.04 1.93E-01 68.3 16.8

132.09 2.01E-01 65.7 17.1

132.06 2.10E-01 63.0 17.4

132.10 2.20E-01 60.2 17.7
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

 1 12

-0.030

-0.400

10.039

4.923

191.09

19.03

0.826

-0.088

-0.700

152.05 2.50E-01 60.8 18.5

152.05 2.68E-01 56.7 18.9

152.05 2.88E-01 52.8 19.3

152.07 3.11E-01 48.9 19.8

152.09 3.37E-01 45.2 20.3

152.08 3.66E-01 41.6 20.6

152.10 3.98E-01 38.2 20.9

152.10 4.34E-01 35.0 21.2

152.11 4.60E-01 33.1 21.7
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）Ｅeq ,h～(εa )SA関係

Ｇeq ,h～(γ)SA 関係

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

載 荷 段 階

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

5 サ イ ク ル 目 ○ △ 1 0サイクル目 ● ▲

片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％

特記事項 1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾
   燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。 [1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 18日

2-3 (23.00～24.00m) 田村　浩由

乱さない 2.660

トリミング法

 

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

400

400

200

200

200

正弦波

0.100

非排水

100

12

1.10E-03 260.0 0.7

2.10E-03 251.9 0.9

3.70E-03 240.0 0.9

6.00E-03 230.5 1.5

9.70E-03 218.5 2.4

1.49E-02 203.4 3.2

2.83E-02 173.6 5.3

5.57E-02 137.8 8.6

8.42E-02 113.7 11.3

1.28E-01 89.5 14.4

1.79E-01 73.9 16.3

3.11E-01 48.9 19.8

1.10E-03 260.0 0.7

2.10E-03 251.9 0.8

3.70E-03 240.0 0.9

6.00E-03 230.5 1.4

9.80E-03 216.2 2.3

1.51E-02 200.9 3.0

2.86E-02 171.7 5.0

5.63E-02 136.3 7.9

8.55E-02 111.9 10.6

1.39E-01 82.9 14.4

2.20E-01 60.2 17.7

4.60E-01 33.1 21.7

片振幅軸ひずみ (εa)SA (%)

等
価

ヤ
ン

グ
率

 Ｅ
e
q
 (

MN
/m

2
)

1.00E-04 1.00E-031.00E-03 1.00E-021.00E-02 1.00E-011.00E-01 1.00E+00
0

50

100

150

200

250

300

履
歴

減
衰

率
 ｈ

 (
%)

0

5

10

15

20

25

30

Ｅeq ～(εa)SA

ｈ   ～(εa)SA
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）試 験 条 件

圧 密 状 態

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

荷 重 計 の 容 量

ト ル ク 計 の 容 量

N

N･m6)

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

位置

種類

数

数 量

高 さ

厚 さ

cm

cm

間隙水圧経路体積変化 cm3 /KN/m2

ゴム

スリーブ

材 質

厚 さ

高 さ

外 径

内 径

m m

cm

cm

cm

試

験

装

置

圧

密

前

軸

変

位

計

回

転

角

計

大

変

位

小

変

位

大

変

位

小

変

位

金
属
製
リ
ブ

変 位 計

回転角計
の位置

リブの位置

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ  )6)

Ｄ 6)

0

0 o0

ｉ0

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

軸 変 位 計

の 読 み

圧密前

圧密後

排 水 量

の 読 み

圧密前

圧密後

軸 変 位 量

体 積 変 化 量

高 さ

外 径

内 径

体 積

断 面 積

乾 燥 質 量

乾 燥 密 度

間 隙 比

相 対 密 度

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

等方応力増加量

間隙水圧増加量

測定に要した時間

Ｂ 値

圧

密

後

間

隙

圧

係

数

Ｂ

圧

密

前

圧

密

後

供

試

体

の

状

況

cm

cm

cm3

cm3

cm

cm3

cm

cm

cm

cm3

cm2

g

g/cm3

%

kＮ/m2

kＮ/m2

kＮ/m2

min

kＮ/m2

kＮ/m2

min

ΔＨ

ΔＶ

Ｈ

(Ｄ ,Ｄ )

Ｄ

Ｖ

Ａ

ｍ

ρ =ｍ /Ｖ

ｅ 3)

Ｄ 3)

Δσ

Δｕ

Δσ

Δｕ

Δｕ

c

c

c

c oc
6)

ic

c

c

s

6)

dc s c

c

rc

u

l

特記事項

1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を
   記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を
   記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場
   合は最小乾燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。
6) 中空円筒供試体による試験の場合に記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

6)

6)

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

乱さない

トリミング法

 

2.682

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

250

250

200

50

50

正弦波

0.100

非排水

100

13

2000

1

1

0

ラテックス

0.2

10.048

4.948

0.050

0.097

0.01

4.01

0.047

4.00

10.001

4.908

189.21

18.92

124.13

0.656

3.088

20.00

19.00

15

0.95
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 1

0.000

0.000

10.001

4.908

189.21

18.92

3.088

0.000

0.000

0.40 1.20E-03 33.3 0.6

0.40 1.20E-03 33.3 1.0

0.40 1.10E-03 36.4 0.5

0.40 1.20E-03 33.3 1.3

0.40 1.20E-03 33.3 0.9

0.40 1.20E-03 33.3 0.8

0.40 1.20E-03 33.3 1.0

0.40 1.20E-03 33.3 1.6

0.40 1.20E-03 33.3 0.5

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力

 
q(

kN
/m

2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.0

0.5

1.0

0.0

-0.5

-1.0

繰返し回数 (回)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(%

)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.000

0.001

0.002

0.000

-0.001

-0.002

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.003 -0.002 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.003
-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

5サイクル目

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.003 -0.002 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.003
-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

10サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 2

0.000

0.000

10.001

4.908

189.21

18.92

3.088

0.000

0.000

0.77 2.30E-03 33.5 0.9

0.77 2.30E-03 33.5 1.2

0.77 2.30E-03 33.5 1.1

0.77 2.30E-03 33.5 1.2

0.77 2.20E-03 35.0 1.2

0.77 2.20E-03 35.0 1.1

0.77 2.30E-03 33.5 1.0

0.77 2.30E-03 33.5 0.9

0.77 2.30E-03 33.5 1.2

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力

 
q(

kN
/m

2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.0

0.5

1.0

0.0

-0.5

-1.0

繰返し回数 (回)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(%

)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.000

0.002

0.004

0.000

-0.002

-0.004

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.003 -0.002 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.003
-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

5サイクル目

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.003 -0.002 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.003
-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

10サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 3

0.000

0.000

10.001

4.908

189.21

18.92

3.088

0.000

0.000

1.44 4.30E-03 33.5 1.1

1.44 4.30E-03 33.5 1.2

1.44 4.30E-03 33.5 1.2

1.44 4.30E-03 33.5 1.0

1.44 4.30E-03 33.5 1.2

1.44 4.30E-03 33.5 1.1

1.44 4.30E-03 33.5 1.3

1.44 4.30E-03 33.5 1.1

1.44 4.30E-03 33.5 1.0

繰返し回数 (回)

軸
差

応
力

 
q(

kN
/m

2
)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

1

2

0

-1

-2

繰返し回数 (回)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(%

)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0.000

0.005

0.010

0.000

-0.005

-0.010

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.006 -0.004 -0.002 0.000 0.002 0.004 0.006
-3

-2

-1

0

1

2

3

5サイクル目

軸ひずみ εa (%)

軸
差

応
力

 q
 (

kN
/m

2
)

-0.006 -0.004 -0.002 0.000 0.002 0.004 0.006
-3

-2

-1

0

1

2

3

10サイクル目
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 4

0.000

0.000

10.001

4.908

189.21

18.92

3.088

0.000

0.000

2.62 7.90E-03 33.2 1.4

2.62 7.90E-03 33.2 1.2

2.63 7.90E-03 33.3 1.3

2.62 8.00E-03 32.8 1.3

2.63 8.00E-03 32.9 1.2

2.62 8.00E-03 32.8 1.2

2.63 8.00E-03 32.9 1.3

2.63 8.00E-03 32.9 1.2

2.62 8.00E-03 32.8 1.2
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 5

0.000

0.000

10.001

4.908

189.21

18.92

3.088

0.000

0.000

4.51 1.41E-02 32.0 1.5

4.54 1.42E-02 32.0 1.5

4.50 1.41E-02 31.9 1.5

4.50 1.42E-02 31.7 1.5

4.49 1.42E-02 31.6 1.5

4.47 1.41E-02 31.7 1.6

4.49 1.42E-02 31.6 1.5

4.48 1.41E-02 31.8 1.6

4.50 1.41E-02 31.9 1.5
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 6

0.000

0.000

10.001

4.908

189.21

18.92

3.088

0.000

0.000

7.20 2.36E-02 30.5 1.9

7.18 2.38E-02 30.2 1.9

7.18 2.38E-02 30.2 1.9

7.22 2.40E-02 30.1 1.9

7.17 2.40E-02 29.9 2.0

7.17 2.40E-02 29.9 2.0

7.18 2.41E-02 29.8 2.0

7.18 2.42E-02 29.7 2.0

7.17 2.40E-02 29.9 1.9
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 7

0.000

0.000

10.001

4.908

189.21

18.92

3.088

0.001

0.000

10.76 3.83E-02 28.1 2.6

10.75 3.86E-02 27.8 2.6

10.76 3.89E-02 27.7 2.6

10.77 3.90E-02 27.6 2.7

10.78 3.92E-02 27.5 2.7

10.78 3.94E-02 27.4 2.6

10.76 3.94E-02 27.3 2.6

10.77 3.95E-02 27.3 2.7

10.76 3.96E-02 27.2 2.7
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 8

0.001

0.000

10.000

4.908

189.21

18.92

3.088

0.001

0.000

15.07 5.89E-02 25.6 3.4

15.10 5.99E-02 25.2 3.4

15.07 6.04E-02 25.0 3.4

15.06 6.07E-02 24.8 3.5

15.08 6.13E-02 24.6 3.5

15.09 6.16E-02 24.5 3.5

15.08 6.20E-02 24.3 3.5

15.07 6.20E-02 24.3 3.5

15.08 6.24E-02 24.2 3.5
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地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 9

0.001

0.000

10.000

4.908

189.21

18.92

3.088

0.002

-0.100

18.77 8.21E-02 22.9 4.2

18.77 8.31E-02 22.6 4.2

18.76 8.40E-02 22.3 4.3

18.76 8.49E-02 22.1 4.3

18.77 8.54E-02 22.0 4.4

18.79 8.61E-02 21.8 4.4

18.78 8.70E-02 21.6 4.3

18.77 8.72E-02 21.5 4.4

18.82 8.79E-02 21.4 4.3
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 10

0.002

-0.100

9.999

4.910

189.31

18.93

3.090

0.002

0.000

23.45 1.17E-01 20.0 5.3

23.51 1.20E-01 19.6 5.3

23.47 1.22E-01 19.3 5.4

23.47 1.23E-01 19.0 5.4

23.46 1.25E-01 18.8 5.4

23.45 1.26E-01 18.6 5.5

23.46 1.27E-01 18.5 5.5

23.49 1.29E-01 18.3 5.5

23.49 1.30E-01 18.1 5.5
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 11

0.002

0.000

9.999

4.908

189.21

18.92

3.088

0.003

-0.200

29.29 1.75E-01 16.8 6.8

29.29 1.80E-01 16.3 6.8

29.29 1.85E-01 15.9 6.9

29.28 1.88E-01 15.6 6.9

29.31 1.92E-01 15.3 6.9

29.29 1.96E-01 15.0 6.9

29.28 1.98E-01 14.8 6.9

29.27 2.01E-01 14.6 6.9

29.26 2.04E-01 14.3 6.9
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 12

0.003

-0.200

9.998

4.911

189.41

18.94

3.092

0.008

-0.500

36.55 2.76E-01 13.2 8.6

36.53 2.90E-01 12.6 8.7

36.53 3.01E-01 12.2 8.7

36.55 3.13E-01 11.7 8.7

36.54 3.23E-01 11.3 8.7

36.53 3.34E-01 10.9 8.7

36.52 3.45E-01 10.6 8.7

36.57 3.55E-01 10.3 8.7

36.53 3.64E-01 10.0 8.8
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）載荷過程

波形記録

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

繰

返

し

載

荷

試

験

前

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

高 さ Ｈn cm

外径（   ,    ）Ｄn Ｄon
3) cm

内 径 Ｄin
3) cm

体 積 Ｖn
3) cm3

断 面 積 Ａn cm2

間 隙 比 ｅn

載

荷

後

軸変位量 ΔＨn cm

体積変化量 ΔＶn cm3

サイクル

2

3

4

5

6

7

8

9

10

供 試 体 No. 載 荷 段 階

片振幅軸応力σd

片振幅せん断応力 τd

kＮ/m2
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率h ％

波形の連続記録1)

履 歴 曲 線2)

特記事項 1) 繰返し載荷中の軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の連続記録を
   図示するか，または別途添付してもよい。
2) 軸荷重と軸変位，あるいはねじり力と回転角の履歴曲線を図示するか，ま
   たは別途添付してもよい。必要に応じて５，10回目以外の繰返し載荷にお
   ける履歴曲線も添える。
3) 中空円筒供試体による試験のときのみ記入する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]
[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

 1 13

0.008

-0.500

9.993

4.916

189.71

18.98

3.099

45.54 4.58E-01 9.9 10.7

45.53 4.95E-01 9.2 10.6

45.53 5.31E-01 8.6 10.6

45.56 5.68E-01 8.0 10.7

45.54 6.05E-01 7.5 10.8

45.53 6.48E-01 7.0 10.9

45.54 6.89E-01 6.6 11.0

45.55 7.37E-01 6.2 11.1

45.53 7.60E-01 6.0 11.4
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J G S 0 5 4 2
地盤材料の変形特性を求めるための繰返し三軸試験
土の変形特性を求めるための中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験（ ）Ｅeq ,h～(εa )SA関係

Ｇeq ,h～(γ)SA 関係

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

試 料 の 状 態1)

供 試 体 の 作 製 方 法2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No. 飽 和 方 法 圧 密 条 件

試

験

条

件

軸 方 向 応 力 σac kＮ/m2

側方向応力(＝外圧,内圧) σrc kＮ/m2

背 圧 u b kＮ/m2

軸 方 向 圧 密 応 力 σ′ac kＮ/m2

側 方 向 圧 密 応 力 σ′rc kＮ/m2

異 方 圧 密 応 力 比 σ′rc /σ′ac (＝Ｋ)5)

載

荷

条

件

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

排 水 条 件

１サイクルデータポイント数

載 荷 段 階 数

載 荷 段 階

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

5 サ イ ク ル 目 ○ △ 1 0サイクル目 ● ▲

片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％
片振幅軸ひずみ(ε)SAa

片振幅せん断ひずみ(γ)SA

％
等価ヤング率Ｅeq

等価せん断剛性率Ｇeq

ＭＮ/m2 履歴減衰率 h ％

特記事項 1) 試料の採取方法,試料の状態(塊状,凍結,ときほぐされた)等を記載する。
2) トリミング法,負圧法の種別,凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾
   燥密度，最大乾燥密度等を記載する。
5) 異方応力状態で試験するときのみ記入する。 [1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 13日

3-1 (2.50～3.45m) 田村　浩由

乱さない 2.682

トリミング法

 

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1 炭酸ガス＋脱気水＋背圧 等方

250
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200

50

50

正弦波

0.100

非排水

100

13

1.20E-03 33.3 1.3

2.30E-03 33.5 1.2

4.30E-03 33.5 1.0

8.00E-03 32.8 1.3

1.42E-02 31.7 1.5

2.40E-02 30.1 1.9

3.90E-02 27.6 2.7

6.07E-02 24.8 3.5

8.49E-02 22.1 4.3

1.23E-01 19.0 5.4

1.88E-01 15.6 6.9

3.13E-01 11.7 8.7

5.68E-01 8.0 10.7

1.20E-03 33.3 0.5

2.30E-03 33.5 1.2

4.30E-03 33.5 1.0

8.00E-03 32.8 1.2

1.41E-02 31.9 1.5

2.40E-02 29.9 1.9

3.96E-02 27.2 2.7

6.24E-02 24.2 3.5

8.79E-02 21.4 4.3

1.30E-01 18.1 5.5

2.04E-01 14.3 6.9

3.64E-01 10.0 8.8

7.60E-01 6.0 11.4
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

1-P6

(6.15～6.45m)

2.669

24.1

0.0

70.1

12.7

17.2

-

2

細粒分質砂

(SF)

1-P7

(7.15～7.47m)

2.643

22.3

1.1

75.9

17.1

5.9

8.92

9.5

細粒分質砂

(SF)

1-P8

(8.15～8.45m)

2.669

30.5

0.0

80.9

12.4

6.7

11.14

2

細粒分質砂

(SF)

1-P9

(9.15～9.46m)

2.670

34.7

0.0

83.6

11.4

5.0

10.28

0.850

細粒分質砂

(SF)

1-P10

(10.15～10.45m)

2.687

28.0

0.0

83.8

11.5

4.7

6.59

0.850

細粒分質砂

(SF)

1-P11

(11.15～11.45m)

2.676

28.3

0.0

85.0

9.6

5.4

6.69

0.850

細粒分質砂

(SF)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

1-P12

(12.15～12.45m)

2.675

24.0

0.0

86.2

9.9

3.9

4.70

0.425

細粒分まじり砂

(S-F)

1-P13

(13.15～13.45m)

2.701

30.3

0.0

84.4

10.4

5.2

6.87

0.850

細粒分質砂

(SF)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

1-P6

(6.15～6.45m)

0.0

70.1

29.9

12.7

17.2

2

-

細粒分質砂

(SF)

○

1-P7

(7.15～7.47m)

1.1

75.9

23.0

17.1

5.9

9.5

8.92

細粒分質砂

(SF)

◎

1-P8

(8.15～8.45m)

0.0

80.9

19.1

12.4

6.7

2

11.14

細粒分質砂

(SF)

●

1-P9

(9.15～9.46m)

0.0

83.6

16.4

11.4

5.0

0.850

10.28

細粒分質砂

(SF)

△

1-P10

(10.15～10.45m)

0.0

83.8

16.2

11.5

4.7

0.850

6.59

細粒分質砂

(SF)

▲

1-P11

(11.15～11.45m)

0.0

85.0

15.0

9.6

5.4

0.850

6.69

細粒分質砂

(SF)

□

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎
●
△▲□
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

1-P12

(12.15～12.45m)

0.0

86.2

13.8

9.9

3.9

0.425

4.70

細粒分まじり砂

(S-F)

○

1-P13

(13.15～13.45m)

0.0

84.4

15.6

10.4

5.2

0.850

6.87

細粒分質砂

(SF)

◎

0 20 50 100 150 200
  0
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 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)
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(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0
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 1
5
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0

 8
5
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5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0
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5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○◎
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

1-P6 (6.15～6.45m)

196

171.103

18.0

0.99860

153.332

28.319

28.319

2.681

197

168.489

18.0

0.99860

150.483

28.842

28.842

2.658

2.669

198

172.942

18.0

0.99860

154.989

28.686

28.686

2.669

1-P7 (7.15～7.47m)

199

163.625

18.0

0.99860

151.160

20.048

20.048

2.640

200

164.282

18.0

0.99860

151.837

20.035

20.035

2.636

2.643

201

163.723

18.0

0.99860

151.189

20.104

20.104

2.652

1-P8 (8.15～8.45m)

202

167.858

18.0

0.99860

150.164

28.215

28.215

2.678

203

168.271

18.0

0.99860

150.361

28.592

28.592

2.673

2.669

204

161.882

18.0

0.99860

144.212

28.317

28.317

2.656

1-P9 (9.15～9.46m)

205

165.104

18.0

0.99860

149.979

24.097

24.097

2.682

206

165.317

18.0

0.99860

150.235

24.180

24.180

2.654

2.670

207

152.422

18.0

0.99860

137.283

24.157

24.157

2.675

1-P10 (10.15～10.45m)

208

159.141

18.0

0.99860

149.594

15.174

15.174

2.693

209

160.510

18.0

0.99860

151.287

14.701

14.701

2.680

2.687

210

159.820

18.0

0.99860

150.474

14.871

14.871

2.688

1-P11 (11.15～11.45m)

211

166.117

18.0

0.99860

148.128

28.591

28.591

2.693

212

168.634

18.0

0.99860

150.698

28.672

28.672

2.667

2.676

213

171.408

18.0

0.99860

153.454

28.694

28.694

2.668
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

1-P12 (12.15～12.45m)

214

165.855

18.0

0.99860

147.697

28.962

28.962

2.677

215

168.585

18.0

0.99860

150.791

28.355

28.355

2.681

2.675

216

169.884

18.0

0.99860

152.135

28.374

28.374

2.667

1-P13 (13.15～13.45m)

1

164.485

18.0

0.99860

150.125

22.863

22.863

2.685

2

166.401

18.0

0.99860

151.903

22.973

22.973

2.707

2.701

3

165.038

18.0

0.99860

150.858

22.454

22.454

2.710
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   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 20日

佐原　雄

24.1

1-P6 (6.15～6.45m)

84

40.58

34.76

11.35

24.9

500

39.16

33.92

11.86

23.8

4119

37.81

32.64

10.79

23.7

22.3

1-P7 (7.15～7.47m)

4131

32.48

28.82

12.01

21.8

591

33.68

29.65

11.44

22.1

177

28.68

25.50

11.64

22.9

30.5

1-P8 (8.15～8.45m)

793

31.82

25.92

6.92

31.1

4281

37.68

31.40

11.00

30.8

604

45.82

38.02

11.59

29.5

34.7

1-P9 (9.15～9.46m)

735

44.08

34.62

7.30

34.6

121

41.24

33.62

11.58

34.6

4204

41.64

33.66

10.86

35.0

28.0

1-P10 (10.15～10.45m)

195

33.02

28.32

11.44

27.8

4244

35.15

29.82

11.08

28.4

3

47.80

38.79

6.42

27.8

28.3

1-P11 (11.15～11.45m)

133

37.72

31.95

11.52

28.2

4141

31.05

26.78

11.94

28.8

559

54.48

45.08

11.42

27.9

24.0

1-P12 (12.15～12.45m)

287

31.52

26.88

7.15

23.5

4187

33.01

28.95

11.99

23.9

769

35.43

29.86

7.26

24.6

30.3

1-P13 (13.15～13.45m)

4811

48.37

39.26

10.27

31.4

4797

58.31

47.11

10.28

30.4

150

55.32

45.43

11.39

29.1

PAGE 113



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

1-P6

(6.15～6.45m)

100.0

98.4

85.5

61.0

32.8

29.9

0.0573 27.9

0.0407 25.6

0.0259 23.2

0.0151 20.9

0.0107 19.7

0.0076 18.6

0.0038 16.3

0.0016 13.9

1-P7

(7.15～7.47m)

100.0

99.2

98.9

98.4

97.8

94.4

42.6

23.0

0.0589 18.9

0.0420 15.1

0.0267 12.6

0.0155 10.1

0.0110 8.8

0.0078 7.6

0.0039 5.0

0.0016 2.5

1-P6

(6.15～6.45m)

0.0

0.0

0.0

1.6

37.4

31.1

12.7

17.2

100.0

85.5

29.9

2

0.2449

0.1949

0.0762

-

-

-

2.669

-

0.0117

1-P7

(7.15～7.47m)

0.0

0.8

0.3

0.5

4.0

71.4

17.1

5.9

98.9

97.8

23.0

9.5

0.1347

0.1174

0.0874

0.0151

8.92

3.76

2.643

-

0.0641

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P6
1-P7
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

1-P8

(8.15～8.45m)

100.0

99.4

99.0

95.2

25.0

19.1

0.0587 16.3

0.0417 14.3

0.0266 12.2

0.0154 10.2

0.0109 9.2

0.0078 8.1

0.0039 6.1

0.0016 4.1

1-P9

(9.15～9.46m)

100.0

99.3

96.2

19.2

16.4

0.0585 15.1

0.0416 13.3

0.0265 11.5

0.0154 9.8

0.0109 8.0

0.0078 6.2

0.0039 4.4

0.0016 2.7

1-P8

(8.15～8.45m)

0.0

0.0

0.0

0.6

4.2

76.1

12.4

6.7

100.0

99.0

19.1

2

0.1604

0.1455

0.1155

0.0144

11.14

5.78

2.669

-

0.0843

1-P9

(9.15～9.46m)

0.0

0.0

0.0

0.0

3.8

79.8

11.4

5.0

100.0

99.3

16.4

0.850

0.1696

0.1565

0.1301

0.0165

10.28

6.05

2.670

-

0.1109

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P8
1-P9
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

1-P10

(10.15～10.45m)

100.0

99.4

93.7

23.6

16.2

0.0590 14.4

0.0420 12.4

0.0267 10.3

0.0155 8.2

0.0110 7.2

0.0078 6.2

0.0039 4.1

0.0016 2.1

1-P11

(11.15～11.45m)

100.0

99.3

89.6

17.5

15.0

0.0587 13.2

0.0417 11.5

0.0266 9.9

0.0154 8.2

0.0109 7.4

0.0078 6.6

0.0039 4.9

0.0016 3.3

1-P10

(10.15～10.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

77.5

11.5

4.7

100.0

99.4

16.2

0.850

0.1641

0.1483

0.1174

0.0249

6.59

3.37

2.687

-

0.0958

1-P11

(11.15～11.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

10.4

74.6

9.6

5.4

100.0

99.3

15.0

0.850

0.1833

0.1673

0.1367

0.0274

6.69

3.72

2.676

-

0.1161

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P10
1-P11
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

1-P12

(12.15～12.45m)

100.0

90.6

16.4

13.8

0.0590 12.0

0.0420 10.3

0.0267 8.6

0.0155 6.9

0.0110 6.0

0.0078 5.2

0.0039 3.4

0.0016 1.7

1-P13

(13.15～13.45m)

100.0

99.4

90.8

18.0

15.6

0.0589 13.7

0.0419 11.9

0.0266 10.0

0.0155 8.2

0.0110 7.3

0.0078 6.4

0.0039 4.6

0.0016 2.7

1-P12

(12.15～12.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

9.4

76.8

9.9

3.9

100.0

100.0

13.8

0.425

0.1833

0.1679

0.1385

0.0390

4.70

2.68

2.675

-

0.1203

1-P13

(13.15～13.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

9.2

75.2

10.4

5.2

100.0

99.4

15.6

0.850

0.1828

0.1677

0.1380

0.0266

6.87

3.92

2.701

-

0.1182

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1-P12
1-P13
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

2-P4

(4.15～4.45m)

2.660

36.5

0.0

56.7

20.4

22.9

-

2

細粒分質砂

(SF)

2-P5

(5.15～5.45m)

2.657

36.5

0.0

83.3

13.7

3.0

5.12

0.850

細粒分質砂

(SF)

2-P6

(6.15～6.46m)

2.652

33.9

0.0

84.7

9.0

6.3

12.39

0.850

細粒分質砂

(SF)

2-P8

(8.15～8.45m)

2.659

32.5

0.0

85.5

11.7

2.8

4.66

0.425

細粒分まじり砂

(S-F)

2-P9

(9.15～9.46m)

2.668

31.8

0.0

89.2

8.4

2.4

2.67

0.425

細粒分まじり砂

(S-F)

2-P10

(10.15～10.45m)

2.669

29.9

0.0

87.1

9.1

3.8

3.38

0.425

細粒分まじり砂

(S-F)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

2-P11

(11.15～11.46m)

2.681

31.4

0.0

86.3

11.3

2.4

3.50

0.425

細粒分まじり砂

(S-F)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

2-P4

(4.15～4.45m)

0.0

56.7

43.3

20.4

22.9

2

-

細粒分質砂

(SF)

○

2-P5

(5.15～5.45m)

0.0

83.3

16.7

13.7

3.0

0.850

5.12

細粒分質砂

(SF)

◎

2-P6

(6.15～6.46m)

0.0

84.7

15.3

9.0

6.3

0.850

12.39

細粒分質砂

(SF)

●

2-P8

(8.15～8.45m)

0.0

85.5

14.5

11.7

2.8

0.425

4.66

細粒分まじり砂

(S-F)

△

2-P9

(9.15～9.46m)

0.0

89.2

10.8

8.4

2.4

0.425

2.67

細粒分まじり砂

(S-F)

▲

2-P10

(10.15～10.45m)

0.0

87.1

12.9

9.1

3.8

0.425

3.38

細粒分まじり砂

(S-F)

□

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎●△
▲□
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

柏熊　香

2-P11

(11.15～11.46m)

0.0

86.3

13.7

11.3

2.4

0.425

3.50

細粒分まじり砂

(S-F)

○

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

2-P4 (4.15～4.45m)

4

169.325

18.0

0.99860

154.335

23.982

23.982

2.663

5

167.843

18.0

0.99860

152.803

24.014

24.014

2.672

2.660

6

166.842

18.0

0.99860

151.834

24.105

24.105

2.646

2-P5 (5.15～5.45m)

7

169.856

18.0

0.99860

152.270

28.112

28.112

2.667

8

173.908

18.0

0.99860

156.393

28.100

28.100

2.651

2.657

9

183.759

18.0

0.99860

166.304

27.990

27.990

2.653

2-P6 (6.15～6.46m)

10

164.638

18.0

0.99860

152.383

19.583

19.583

2.669

11

167.664

18.0

0.99860

155.480

19.588

19.588

2.642

2.652

12

163.355

18.0

0.99860

151.022

19.818

19.818

2.644

2-P8 (8.15～8.45m)

13

172.997

18.0

0.99860

156.641

26.199

26.199

2.658

14

174.589

18.0

0.99860

158.326

25.974

25.974

2.671

2.659

15

169.694

18.0

0.99860

153.378

26.195

26.195

2.648

2-P9 (9.15～9.46m)

16

156.192

18.0

0.99860

138.267

28.679

28.679

2.663

17

169.807

18.0

0.99860

151.964

28.459

28.459

2.677

2.668

18

177.820

18.0

0.99860

159.772

28.863

28.863

2.665

2-P10 (10.15～10.45m)

19

169.011

18.0

0.99860

150.991

28.710

28.710

2.682

20

166.354

18.0

0.99860

148.416

28.726

28.726

2.659

2.669

21

167.558

18.0

0.99860

149.479

28.907

28.907

2.666
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

2-P11 (11.15～11.46m)

22

161.567

18.0

0.99860

150.668

17.353

17.353

2.685

23

161.453

18.0

0.99860

150.650

17.208

17.208

2.683

2.681

24

161.292

18.0

0.99860

150.550

17.137

17.137

2.676
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   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 20日

佐原　雄

36.5

2-P4 (4.15～4.45m)

4157

30.84

25.60

11.00

35.9

103

30.27

25.22

11.29

36.3

37

34.18

26.92

7.40

37.2

36.5

2-P5 (5.15～5.45m)

4372

58.13

45.43

10.97

36.9

4132

50.68

39.91

11.15

37.4

171

41.20

33.47

11.43

35.1

33.9

2-P6 (6.15～6.46m)

203

37.61

29.86

7.27

34.3

566

44.93

36.40

11.36

34.1

296

35.20

28.16

7.07

33.4

32.5

2-P8 (8.15～8.45m)

4279

36.71

30.63

12.00

32.6

4558

39.58

32.54

10.58

32.1

592

35.63

29.65

11.41

32.8

31.8

2-P9 (9.15～9.46m)

553

45.63

37.24

11.60

32.7

600

44.55

36.77

11.59

30.9

4909

49.43

40.03

10.42

31.7

29.9

2-P10 (10.15～10.45m)

4912

43.16

35.60

10.29

29.9

146

39.67

33.21

11.45

29.7

754

23.08

19.39

7.15

30.1

31.4

2-P11 (11.15～11.46m)

288

44.41

36.39

11.40

32.1

285

49.18

40.13

11.42

31.5

644

45.69

37.67

11.53

30.7
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

2-P4

(4.15～4.45m)

100.0

99.1

96.1

84.2

46.3

43.3

0.0558 40.4

0.0397 37.9

0.0254 34.1

0.0148 30.3

0.0105 27.8

0.0075 25.3

0.0038 21.5

0.0016 17.7

2-P5

(5.15～5.45m)

100.0

99.2

93.1

23.3

16.7

0.0595 14.2

0.0423 11.6

0.0269 9.0

0.0156 6.4

0.0111 5.1

0.0079 3.9

0.0039 2.6

0.0016 1.3

2-P4

(4.15～4.45m)

0.0

0.0

0.0

0.9

14.9

40.9

20.4

22.9

100.0

96.1

43.3

2

0.1587

0.1259

0.0142

-

-

-

2.660

-

0.0029

2-P5

(5.15～5.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

6.9

76.4

13.7

3.0

100.0

99.2

16.7

0.850

0.1650

0.1493

0.1182

0.0322

5.12

2.63

2.657

-

0.0957

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

2-P4
2-P5
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

2-P6

(6.15～6.46m)

100.0

98.5

90.0

18.2

15.3

0.0597 14.6

0.0423 13.1

0.0269 11.6

0.0156 10.2

0.0110 8.7

0.0078 7.3

0.0039 5.8

0.0016 4.4

2-P8

(8.15～8.45m)

100.0

94.1

17.2

14.5

0.0595 13.1

0.0423 10.7

0.0269 8.3

0.0156 5.9

0.0111 4.7

0.0079 3.6

0.0039 2.4

0.0016 1.2

2-P6

(6.15～6.46m)

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

74.7

9.0

6.3

100.0

98.5

15.3

0.850

0.1822

0.1663

0.1357

0.0147

12.39

6.88

2.652

-

0.1145

2-P8

(8.15～8.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

79.6

11.7

2.8

100.0

100.0

14.5

0.425

0.1756

0.1618

0.1344

0.0377

4.66

2.73

2.659

-

0.1156

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

2-P6
2-P8
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

2-P9

(9.15～9.46m)

100.0

93.3

13.5

10.8

0.0599 9.2

0.0426 7.2

0.0270 6.1

0.0156 5.1

0.0111 4.1

0.0079 3.1

0.0039 2.0

0.0016 1.0

2-P10

(10.15～10.45m)

100.0

95.8

16.1

12.9

0.0597 11.5

0.0425 9.2

0.0269 8.0

0.0156 6.9

0.0111 5.7

0.0078 4.6

0.0039 3.4

0.0016 2.3

2-P9

(9.15～9.46m)

0.0

0.0

0.0

0.0

6.7

82.5

8.4

2.4

100.0

100.0

10.8

0.425

0.1792

0.1654

0.1393

0.0670

2.67

1.62

2.668

-

0.1241

2-P10

(10.15～10.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

82.9

9.1

3.8

100.0

100.0

12.9

0.425

0.1674

0.1554

0.1319

0.0495

3.38

2.10

2.669

-

0.1166

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

2-P9
2-P10
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 21日

飯島　かおる

2-P11

(11.15～11.46m)

100.0

97.6

16.3

13.7

0.0595 11.5

0.0423 9.4

0.0269 7.3

0.0156 5.2

0.0111 4.2

0.0079 3.1

0.0039 2.1

0.0016 1.0

2-P11

(11.15～11.46m)

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

83.9

11.3

2.4

100.0

100.0

13.7

0.425

0.1665

0.1550

0.1322

0.0476

3.50

2.21

2.681

-

0.1171

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

2-P11
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 29日

柏熊　香

3-P6

(6.15～6.45m)

2.624

34.9

0.0

77.2

15.2

7.6

18.10

0.425

細粒分質砂

(SF)

3-P7

(7.15～7.45m)

2.645

25.1

0.0

82.5

13.2

4.3

7.53

0.425

細粒分質砂

(SF)

3-P8

(8.15～8.45m)

2.664

27.6

0.0

87.7

8.2

4.1

4.26

0.425

細粒分まじり砂

(S-F)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 29日

柏熊　香

3-P6

(6.15～6.45m)

0.0

77.2

22.8

15.2

7.6

0.425

18.10

細粒分質砂

(SF)

○

3-P7

(7.15～7.45m)

0.0

82.5

17.5

13.2

4.3

0.425

7.53

細粒分質砂

(SF)

◎

3-P8

(8.15～8.45m)

0.0

87.7

12.3

8.2

4.1

0.425

4.26

細粒分まじり砂

(S-F)

●

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎
●
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 27日

飯島　かおる

3-P6 (6.15～6.45m)

46

171.272

19.0

0.99841

154.530

27.071

27.071

2.617

47

170.816

19.0

0.99841

154.170

26.826

26.826

2.631

2.624

48

164.080

19.0

0.99841

147.388

26.937

26.937

2.625

3-P7 (7.15～7.45m)

49

165.969

19.0

0.99841

149.377

26.665

26.665

2.643

50

170.142

19.0

0.99841

153.590

26.564

26.564

2.649

2.645

51

165.338

19.0

0.99841

148.892

26.430

26.430

2.643

3-P8 (8.15～8.45m)

52

165.578

19.0

0.99841

147.903

28.359

28.359

2.650

53

168.689

19.0

0.99841

151.076

28.145

28.145

2.668

2.664

54

175.566

19.0

0.99841

158.151

27.785

27.785

2.675
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   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

佐原　雄

34.9

3-P6 (6.15～6.45m)

71

40.70

33.08

11.42

35.2

4711

40.11

32.50

10.31

34.3

4936

35.94

29.25

10.18

35.1

25.1

3-P7 (7.15～7.45m)

482

37.11

31.62

10.15

25.6

4077

47.22

40.11

11.05

24.5

859

35.59

29.72

6.49

25.3

27.6

3-P8 (8.15～8.45m)

4869

35.72

30.30

10.56

27.5

206

33.56

27.94

7.57

27.6

4941

42.49

35.51

10.33

27.7
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 27日

飯島　かおる

3-P6

(6.15～6.45m)

100.0

92.8

28.7

22.8

0.0590 20.2

0.0420 17.5

0.0267 14.8

0.0155 12.1

0.0110 10.8

0.0078 9.4

0.0039 6.7

0.0016 4.0

3-P7

(7.15～7.45m)

100.0

97.3

20.8

17.5

0.0581 15.8

0.0413 13.3

0.0263 10.9

0.0153 8.5

0.0108 7.3

0.0077 6.1

0.0039 3.6

0.0016 1.2

3-P6

(6.15～6.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

7.2

70.0

15.2

7.6

100.0

100.0

22.8

0.425

0.1629

0.1454

0.1089

0.0090

18.10

8.09

2.624

-

0.0578

3-P7

(7.15～7.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

79.8

13.2

4.3

100.0

100.0

17.5

0.425

0.1634

0.1511

0.1261

0.0217

7.53

4.48

2.645

-

0.0990

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

3-P6
3-P7
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 27日

飯島　かおる

3-P8

(8.15～8.45m)

100.0

91.4

14.2

12.3

0.0587 11.2

0.0416 9.9

0.0264 8.7

0.0153 7.5

0.0108 6.2

0.0077 5.0

0.0039 3.7

0.0016 2.5

3-P8

(8.15～8.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

8.6

79.1

8.2

4.1

100.0

100.0

12.3

0.425

0.1833

0.1685

0.1405

0.0430

4.26

2.50

2.664

-

0.1241

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

3-P8
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 29日

柏熊　香

4-P3

(3.15～3.45m)

2.634

12.0

0.0

81.7

11.9

6.4

18.23

2

細粒分質砂

(SF)

4-P4

(4.15～4.45m)

2.660

14.6

0.0

79.5

11.8

8.7

25.89

0.850

細粒分質砂

(SF)

4-P5

(5.15～5.45m)

2.652

13.8

0.0

61.3

19.5

19.2

-

2

細粒分質砂

(SF)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 29日

柏熊　香

4-P3

(3.15～3.45m)

0.0

81.7

18.3

11.9

6.4

2

18.23

細粒分質砂

(SF)

○

4-P4

(4.15～4.45m)

0.0

79.5

20.5

11.8

8.7

0.850

25.89

細粒分質砂

(SF)

◎

4-P5

(5.15～5.45m)

0.0

61.3

38.7

19.5

19.2

2

-

細粒分質砂

(SF)

●

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○
◎

●
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 27日

飯島　かおる

4-P3 (3.15～3.45m)

55

167.283

19.0

0.99841

150.786

26.555

26.555

2.636

56

169.637

19.0

0.99841

153.107

26.578

26.578

2.641

2.634

57

172.263

19.0

0.99841

155.840

26.505

26.505

2.625

4-P4 (4.15～4.45m)

58

164.547

19.0

0.99841

147.743

26.889

26.889

2.662

59

167.300

19.0

0.99841

150.747

26.559

26.559

2.650

2.660

60

166.726

19.0

0.99841

150.167

26.463

26.463

2.668

4-P5 (5.15～5.45m)

61

164.546

19.0

0.99841

147.092

28.057

28.057

2.642

62

170.323

19.0

0.99841

152.701

28.236

28.236

2.656

2.652

63

178.454

19.0

0.99841

160.864

28.166

28.166

2.659
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   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 26日

佐原　雄

12.0

4-P3 (3.15～3.45m)

4012

31.93

29.68

11.09

12.1

4827

28.64

26.67

10.18

11.9

144

32.84

30.54

11.40

12.0

14.6

4-P4 (4.15～4.45m)

4282

32.75

30.17

12.00

14.2

4107

37.78

34.39

11.98

15.1

4261

33.95

31.03

10.84

14.5

13.8

4-P5 (5.15～5.45m)

4747

40.01

36.30

10.54

14.4

4278

41.45

37.95

11.93

13.5

4052

37.44

34.43

11.99

13.4
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 27日

飯島　かおる

4-P3

(3.15～3.45m)

100.0

98.5

82.3

52.8

21.8

18.3

0.0577 16.5

0.0411 14.3

0.0261 12.1

0.0152 9.9

0.0108 8.8

0.0076 7.7

0.0038 5.5

0.0016 3.3

4-P4

(4.15～4.45m)

100.0

97.1

80.7

23.6

20.5

0.0574 19.0

0.0408 16.8

0.0260 14.6

0.0151 12.3

0.0107 11.2

0.0076 10.1

0.0038 7.8

0.0016 5.6

4-P3

(3.15～3.45m)

0.0

0.0

0.0

1.5

45.7

34.5

11.9

6.4

100.0

82.3

18.3

2

0.2844

0.2374

0.1484

0.0156

18.23

4.96

2.634

-

0.0921

4-P4

(4.15～4.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

19.3

60.2

11.8

8.7

100.0

97.1

20.5

0.850

0.1916

0.1705

0.1287

0.0074

25.89

11.68

2.660

-

0.0689

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4-P3
4-P4
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2013年 11月 27日

飯島　かおる

4-P5

(5.15～5.45m)

100.0

99.2

95.8

83.0

41.8

38.7

0.0548 35.8

0.0391 32.4

0.0250 29.1

0.0145 25.7

0.0104 23.5

0.0074 21.2

0.0037 17.9

0.0015 14.5

4-P5

(5.15～5.45m)

0.0

0.0

0.0

0.8

16.2

44.3

19.5

19.2

100.0

95.8

38.7

2

0.1677

0.1394

0.0287

-

-

-

2.652

-

0.0059

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4-P5
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 14日

柏熊　香

4-P6

(6.15～6.45m)

2.679

17.7

0.0

74.6

19.0

6.4

14.98

0.850

細粒分質砂

(SF)

4-P7

(7.15～7.45m)

2.653

9.7

0.0

77.2

15.7

7.1

15.16

0.850

細粒分質砂

(SF)

4-P8

(8.15～8.45m)

2.677

19.7

0.0

79.1

13.1

7.8

18.45

2

細粒分質砂

(SF)

4-P9

(9.15～9.45m)

2.642

14.4

0.0

76.9

15.6

7.5

17.89

0.850

細粒分質砂

(SF)

4-P10

(10.15～10.45m)

2.644

16.0

0.0

78.2

13.6

8.2

21.69

2

細粒分質砂

(SF)

4-P11

(11.15～11.45m)

2.667

22.3

0.0

85.8

10.5

3.7

4.98

2

細粒分まじり砂

(S-F)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 14日

柏熊　香

4-P12

(12.15～12.45m)

2.679

23.2

0.0

85.5

11.8

2.7

4.62

2

細粒分まじり砂

(S-F)

4-P13

(13.15～13.45m)

22.0

0.0

85.1

14.9

-

0.850

細粒分まじり砂

(S-F)

破壊ひずみ εf

変 形 係 数 E50

％

MN/m2
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 14日

柏熊　香

4-P6

(6.15～6.45m)

0.0

74.6

25.4

19.0

6.4

0.850

14.98

細粒分質砂

(SF)

○

4-P7

(7.15～7.45m)

0.0

77.2

22.8

15.7

7.1

0.850

15.16

細粒分質砂

(SF)

◎

4-P8

(8.15～8.45m)

0.0

79.1

20.9

13.1

7.8

2

18.45

細粒分質砂

(SF)

●

4-P9

(9.15～9.45m)

0.0

76.9

23.1

15.6

7.5

0.850

17.89

細粒分質砂

(SF)

△

4-P10

(10.15～10.45m)

0.0

78.2

21.8

13.6

8.2

2

21.69

細粒分質砂

(SF)

▲

4-P11

(11.15～11.45m)

0.0

85.8

14.2

10.5

3.7

2

4.98

細粒分まじり砂

(S-F)

□

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○
◎●
△▲

□
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 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 14日

柏熊　香

4-P12

(12.15～12.45m)

0.0

85.5

14.5

11.8

2.7

2

4.62

細粒分まじり砂

(S-F)

○

4-P13

(13.15～13.45m)

0.0

85.1

14.9

0.850

-

細粒分まじり砂

(S-F)

◎

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○◎
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 12日

飯島　かおる

4-P6 (6.15～6.45m)

31

161.710

13.0

0.99938

149.913

18.771

18.771

2.690

32

162.975

13.0

0.99938

151.405

18.442

18.442

2.682

2.679

33

165.058

13.0

0.99938

153.701

18.167

18.167

2.666

4-P7 (7.15～7.45m)

133

167.875

13.0

0.99938

150.799

27.434

27.434

2.647

134

169.052

13.0

0.99938

152.030

27.290

27.290

2.656

2.653

135

178.558

13.0

0.99938

161.519

27.316

27.316

2.656

4-P8 (8.15～8.45m)

34

166.598

13.0

0.99938

154.043

19.973

19.973

2.691

35

160.290

13.0

0.99938

147.795

19.957

19.957

2.673

2.677

36

166.728

13.0

0.99938

154.220

19.999

19.999

2.668

4-P9 (9.15～9.45m)

136

156.889

13.0

0.99938

145.647

18.095

18.095

2.639

137

157.975

13.0

0.99938

146.602

18.250

18.250

2.652

2.642

138

159.639

13.0

0.99938

148.355

18.173

18.173

2.636

4-P10 (10.15～10.45m)

139

161.521

13.0

0.99938

150.310

17.979

17.979

2.655

140

159.858

13.0

0.99938

148.642

18.048

18.048

2.640

2.644

141

161.236

13.0

0.99938

150.108

17.919

17.919

2.637

4-P11 (11.15～11.45m)

142

167.433

13.0

0.99938

151.743

25.108

25.108

2.664

143

163.479

13.0

0.99938

148.049

24.688

24.688

2.665

2.667

144

169.443

13.0

0.99938

154.039

24.614

24.614

2.671
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾燥 質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 12日

飯島　かおる

4-P12 (12.15～12.45m)

145

167.626

13.0

0.99938

150.919

26.612

26.612

2.685

146

168.484

13.0

0.99938

151.624

26.916

26.916

2.675

2.679

147

167.181

13.0

0.99938

150.174

27.144

27.144

2.676

PAGE 146



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 10日

佐原　雄

17.7

4-P6 (6.15～6.45m)

4225

28.96

26.41

12.00

17.7

55

19.64

17.72

6.76

17.5

535

26.05

23.92

12.05

17.9

9.7

4-P7 (7.15～7.45m)

4341

23.21

22.14

11.07

9.7

525

24.19

23.10

11.97

9.8

891

21.28

19.98

6.38

9.6

19.7

4-P8 (8.15～8.45m)

4063

32.68

29.09

10.73

19.6

595

33.63

29.97

11.73

20.1

4035

33.71

30.20

12.03

19.3

14.4

4-P9 (9.15～9.45m)

176

36.64

33.50

11.36

14.2

562

44.16

40.00

11.56

14.6

711

42.33

37.89

7.20

14.5

16.0

4-P10 (10.15～10.45m)

4068

36.05

32.54

10.76

16.1

717

52.24

46.66

11.50

15.9

4644

44.61

39.90

10.30

15.9

22.3

4-P11 (11.15～11.45m)

184

46.26

40.03

11.27

21.7

581

53.76

46.00

11.63

22.6

36

52.22

43.93

7.38

22.7

23.2

4-P12 (12.15～12.45m)

496

50.79

43.45

11.49

23.0

4826

46.88

40.05

10.46

23.1

295

52.58

43.93

7.13

23.5

22.0

4-P13 (13.15～13.45m)

4209

27.86

24.79

10.82

22.0
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 12日

飯島　かおる

4-P6

(6.15～6.45m)

100.0

98.8

90.6

31.8

25.4

0.0604 23.4

0.0431 19.9

0.0275 16.4

0.0160 12.9

0.0114 10.5

0.0081 8.2

0.0041 5.8

0.0017 3.5

4-P7

(7.15～7.45m)

100.0

97.0

83.7

28.7

22.8

0.0618 21.0

0.0441 17.7

0.0282 14.4

0.0164 11.1

0.0116 10.0

0.0082 8.9

0.0041 6.6

0.0017 4.4

4-P6

(6.15～6.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

9.4

65.2

19.0

6.4

100.0

98.8

25.4

0.850

0.1618

0.1426

0.0998

0.0108

14.98

5.70

2.679

-

0.0435

4-P7

(7.15～7.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

16.3

60.9

15.7

7.1

100.0

97.0

22.8

0.850

0.1759

0.1535

0.1096

0.0116

15.16

5.89

2.653

-

0.0560

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4-P6
4-P7
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 12日

飯島　かおる

4-P8

(8.15～8.45m)

100.0

98.7

97.5

87.7

26.5

20.9

0.0611 18.9

0.0435 16.6

0.0277 14.2

0.0161 11.8

0.0114 10.7

0.0081 9.5

0.0041 7.1

0.0017 4.7

4-P9

(9.15～9.45m)

100.0

98.3

87.5

29.9

23.1

0.0626 20.4

0.0445 17.7

0.0283 14.9

0.0164 12.2

0.0117 10.9

0.0083 9.5

0.0042 6.8

0.0017 4.1

4-P8

(8.15～8.45m)

0.0

0.0

0.0

1.3

11.0

66.8

13.1

7.8

100.0

97.5

20.9

2

0.1716

0.1521

0.1143

0.0093

18.45

8.19

2.677

-

0.0686

4-P9

(9.15～9.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

64.4

15.6

7.5

100.0

98.3

23.1

0.850

0.1682

0.1479

0.1063

0.0094

17.89

7.15

2.642

-

0.0603

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4-P8
4-P9
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 12日

飯島　かおる

4-P10

(10.15～10.45m)

100.0

99.2

98.0

86.4

24.7

21.8

0.0624 19.9

0.0444 17.4

0.0282 14.9

0.0164 12.4

0.0116 11.2

0.0082 9.9

0.0041 7.5

0.0017 5.0

4-P11

(11.15～11.45m)

100.0

98.9

98.7

91.0

16.2

14.2

0.0632 13.5

0.0449 11.2

0.0286 9.0

0.0166 6.7

0.0118 5.6

0.0083 4.5

0.0042 3.4

0.0017 2.2

4-P10

(10.15～10.45m)

0.0

0.0

0.0

0.8

12.8

64.6

13.6

8.2

100.0

98.0

21.8

2

0.1822

0.1639

0.1250

0.0084

21.69

10.21

2.644

-

0.0630

4-P11

(11.15～11.45m)

0.0

0.0

0.0

1.1

7.9

76.8

10.5

3.7

100.0

98.7

14.2

2

0.1809

0.1662

0.1376

0.0363

4.98

2.88

2.667

-

0.1196

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0
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70

80

90

100

粒径加積曲線

4-P10
4-P11
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

習志野市新庁舎等建設基本設計業務に伴う地盤調査  2014年 2月 12日

飯島　かおる

4-P12

(12.15～12.45m)

100.0

97.3

97.1

92.3

16.6

14.5

0.0620 13.2

0.0441 10.8

0.0281 8.4

0.0163 6.0

0.0116 4.8

0.0082 3.6

0.0041 2.4

0.0017 1.2

4-P13

(13.15～13.45m)

100.0

98.6

88.9

16.4

14.9

4-P12

(12.15～12.45m)

0.0

0.0

0.0

2.7

5.0

77.8

11.8

2.7

100.0

97.1

14.5

2

0.1783

0.1641

0.1365

0.0386

4.62

2.71

2.679

-

0.1188

4-P13

(13.15～13.45m)

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

74.0

14.9

100.0

98.6

14.9

0.850

0.1847

0.1691

0.1393

-

-

-

-

-

0.1211

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4-P12
4-P13
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全　　　　景 標準貫入試験

調　査　前

Boring No.１

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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検　　　　尺 調　査　後

残　　　　尺

Boring No.１

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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画像挿入位置

ゾンデ挿入

画像挿入位置

測  定  器

Boring No.１
ＰＳ検層（サスペンション式）
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画像挿入位置 画像挿入位置

受　振　器 測  定  器

画像挿入位置 画像挿入位置

Ｐ波起振（杭打ち） Ｓ波起振(板たたき)

Boring No.１
ＰＳ検層（ダウンホール式）
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地表用受振器 地中用受振器

測  定  中

Boring No.１
常時微動測定

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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ダウンホール式 常時微動測定

サスペンション式

Boring No.１
PS検層・常時微動　　立ち合い

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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全　　　　景 標準貫入試験

調　査　前

Boring No.２

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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検　　　　尺 調　査　後

残　　　　尺

Boring No.２

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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画像挿入位置 画像挿入位置

ＧＬ-6.50～7.40ｍ ＧＬ-13.00～13.70ｍ

画像挿入位置 画像挿入位置

ＧＬ-23.00～24.00ｍ ＧＬ-33.00～34.00ｍ

Boring No.２
乱れの少ない試料採取
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全　　　　景 標準貫入試験

調　査　前

Boring No.３

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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検　　　　尺 調　査　後

残　　　　尺

Boring No.３

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置

PAGE 162



Boring No.３
乱れの少ない試料採取

画像挿入位置

ＧＬ-2.50～3.45ｍ
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Boring No.３
孔内水平載荷試験

画像挿入位置

ＧＬ-9.00ｍ
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Boring No.３
現場透水試験

画像挿入位置

ＧＬ-11.00ｍ
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全　　　　景 標準貫入試験

調　査　前

Boring No.４

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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検　　　　尺 調　査　後

残　　　　尺

Boring No.４

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置
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Boring No.４
孔内水平載荷試験

画像挿入位置

ＧＬ-5.50ｍ
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画像挿入位置

遠　　　　景

画像挿入位置

近　　　　景

KBM　H＝T.P.+12.406ｍ
（NT30）
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画像挿入位置 画像挿入位置

土粒子の密度試験 土の含水比試験

画像挿入位置 画像挿入位置

土の粒度試験（ふるい分析） 土の粒度試験（沈降分析）

物理試験
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土の塑性限界試験 土の湿潤密度試験

土の液性限界試験

物理試験

画像挿入位置

画像挿入位置 画像挿入位置

PAGE 171



画像挿入位置 画像挿入位置

土の一軸圧縮試験 三軸圧縮試験（ＵＵ）

画像挿入位置 画像挿入位置

圧密試験 動的変形試験

力学試験
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